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A通 信回線海外調査 チー ム派遣 の 目的

コン ピュー タが広 く普 及 して、そ の利用 効果 が社 会の各方面 に浸透 して行 くと

ともに、高度利用 技術 の開発が進むにつれて、複雑 化 した近代社会を総合 的 に把

握 し、激 しい状勢変化の中か ら経営の方 向を正 しく選択す るための情報 の価値 が

重要視 され るに至 った。情報化社 会 の出現 に対 す る期待が大 き く広が ると ともに

新 しい情報産業 の分野が急速 に開けてきた のである。

一 方、現実 の社会環境 や法律制度は 、必 ず しもそ の情勢変 化 にマ ッチしたテ ン

ポで推移す るとは限 らない。 ことに情報処理 に関す る技術開発は、そのス ピー ド

が極 めて早 いだけに、技術 進歩 に よる能力が現 実 の社会的制 約に よ り十分発揮 で

きない面は余 りに も多い。通信 回線 とコンピ ュー タの結合に よるオン テイン情報

処理 の実用化 におい て も、その不満は極 めて大 きな ものがあった 。

経済団体 連合会をは じめ各 団体 が折 りにふれて利用上 の制約を解除 し、遠隔 情

報処理 、情報 産業発展のための基盤 整備 を要望 した の もここに理 由があ った。一

方s郵 政 当局で もこの情勢 に応え、昨年11月 郵政 審 議会の答 申を得て共同専用

線の制約緩和 な ど、一部 自由化 の方向を打 ち出 し、情勢は ようや く転換へ の兆 し

をみせ始 めた。

財団法人 日本経営情報開発協会はか ねて通 信回線 利用対策委 員会を設け て対策

を検討 し、昨年8月 「通信回線利用 に関す る中間報 告」を発表 し世論 の喚 起 につ

とめてきたが、 さ らに通信 回線 お よび電話交換 回線 の利用 の促進 な らびに端末機

と通信 回線 の接続状況 に関す る資料を収集 す るため、今年3月8日 か ら同 月28

日 ま で の21日 間 米、英、仏5国 に調査 チー ムを派遣 したが、その結果 わが

国の通信回線 利用を一段 と合理化 させ るぺ き必 要性 と、'これに伴 な う技術的 レベ

ルの向上が痛 感 された。以 下調査結果 の概要であ る。'

t

▽

海 外調 査 チ ー ム の メ ンバ ー 、訪 問先

メ ン バ ー

団 長 尾佐竹 絢 東京大学工学部教授
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▽ 訪 問 先

(1)行 政 者公 庁

FCC(連 邦通 信 委 員会)、 連 邦医 療 図 書 館(以 上 ワシ ン トン 、・英 技

術 者、 国立 ・ ン ピ ュー テ ィン グ ・セ ン ター英 情 幸絵 社 電 気 通 信 本 部 調 デ

_タ 処理 サ ー ビス局 、(以 上 ロ ン ドン)IRIA(仏 国 立 情 報 研 究所)・

仏郵 政 省 、(以 上 パ リ)

(2)コ ン ピ ュー タ ・メー カー

・BM(ニ ー ・ 一 ク)・RC .今(チ エ ・ 一 ・ ヒ ル'GE(ワ シ ン ト ン)
戸

バ 。_ス(デ ト 。 朴)、B・1'1-GE(・ ・ リ)

(3)電 信 電 話 会 社

パ シ フ ィ ッ ク ・ テ レ フ ォ ン ・ ア ン ド ・ テ レ グ ラ フ 社(ロ ス ・ ア ン シ エ

ル ス)、 ウ エ ス タ ン ・ユ ニ オ ン 社(ニ ュ ー ヨ ー ク)

'

(4)端 末 機 メ ー カ ー

ミ ル ゴ 三 社 、 ク レ ジ テ ィ ア 社 て 以 上 ロス ・ア ンジ ェル ス)、 フ リ ー デ ン ・

ゼ ロ ッ ク ス(以 上 ロ チ ェ ス タ)

(5)コ ン サ ル タ ン ト

オ プ ト ナ ー ・ア ソ シ ェ イ ツ(ロ ス ・ア ン ジ エ ル ス)、 デ ー ビ ス ・ コ ン ピ

ュ ー タ ・ シ ス テ ム(ニ ュ ー ヨ ー ク)

(6)ユ ー ザ ー 企 業'

〃 ジ 。 い デ ー タ 社 、 ・ ン チ ネ ン 妙 ・ エ ア ・ ラ イ ン(以 上 ・ ス ・ア

ー2一

行政管理庁 ・管 理官

通商産業省 ・重工業局

電子政策課 ・技官

電通 ・電子 計算機室次長

日本経 営情報開発協会

事務局次長

同 ・事務局主査
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2.公 共事業 と民間企 業の役割

(1)ア メ リカで は 電信 電話 事 業 を 民間 企業 が行 な っ て・い る が ・ 「電 信 電 話 会

社 は 公 共 性 を もった事 業 で あ るか ら、 あ るて い ど独 占 禁止 法 の適 用 を緩 和 し

て地 域 的 独 占を 許 してい る。従 って電 信 電 話 会 社 が 他 の事 業 を 行 な うと きは 、

他 の民 間 企 業 と対等 の条 件 で 競争 させ るた め にあ るて い どの規 制 をす るの は

当 然 で あ る」(FCCの 見 解)と して 、 電 信 電話 会社 が デ ー タ処 理 業 務 を行

な う こ とを 禁止 してい る。 「自 ら デー タ処理 事 業 を 行 な うこ とは な い が 、 デ

ー タを 伝 送 す る ときに最 も適 当 な方 法 を推 薦 し提 供 す る の が 電 信 電 話 会社

の 役 目で あ る」(パ シ フ ィ ック 電話 電 信 会社 の話)と して 、公 共 事 業 と民 間

企 業 の役 割 りに明 確 な一 線 を画 して い る。

こ の よ うな考 え 方 の も とに 、 ア メ リカの電 信 電話 会社 は 、 オ ン ラ イ ン情 報

処理 のた め につ ぎの よ うな サ ー ビス を 提供 して い る。

(イ)チ ャ ネル ・コ ンデ ィ シ ョニ ン グ(channelconditioning)

… デ ー タの 伝 送 速度 と誤 り率 に対 応 した 品質 の通 信 回線 を用 意 す るた め の

サ ー ビス

(ロ)フt－ リン ・エグ ス チ エ イ ン ジ(foreignexehange)… 遠 隔

地 にあ る もの に対 す る通 話 を安 価 な回線 料 金 で利 用 させ るため 、A市 に居

住 してい る ユ ー ザ ーが 、B市 の 電話 番 号 を もつ こ とを認 め ・B市 な み の比

較 的 低料 金 を 適 用 す るサ ー ビス

内 ワ ・ ツ(WATS・Wid・AreaT・1・ph…Servi・e 、)1-・

ア メ リカ全 土 を6地 区 に 分 割 し・ 同 一地 区 で あ れば ど こで も一 定 の使 用 時

間 ま では 低 額 の便 用 料 金 を認 め るサ ー ビス

(≒)長 距 離 電 話 サ ー ビス(L9,ngdi・t…et・1・ph・ ・…

service)

一5一



俸)デ ー ダ ホ ン、 デ ー タセ ッ トの貸 与

←)広 帯 域 回 線 サ ー ビス(付 属 資料 参 照)・

(2)イ ギ リス で は 、郵 政 省 か ら分離 独 立 レた情報 公 社 の ナ シ ョナル ・・デ ー タ ・

プ ロ セ シ ン グ.サ ー ビス局 で オ ン ラ イ ン情 報処 理 業 務 を 行 な って い る。 しか

し、 同 時 に民 間企 業 が オ ン ライ ン情 報 処 理 サ ー ビス を実 施 す る こ とが許 され

て お り、情 報 公社 と民間 企業 は全 く平 等 の立 場 で 競争 してい る。公 共 企業 が

情 報 処 理事 業 に対 し優先 権 を もつ ことは 許 され て い ない 。

(3)フ ラ ンス にお い て は 、 「公 衆 のた め の通 信 サー ビス と・ コン ピ ュー タを 利

用 した オ ン ライ ン情 報 処i理 サ ー ビ ス とは 全 く別 の問題 で あ る」(郵 政 省)と
∫1

の考 え方 に た ち 、郵 政 省 が オ ン ラ イン情 報 処 理 サ ー ビス を 自 ら行 な うこ とは

今 の と こ ろ全 く考 え てい ない 。

(4)以 上 の よ うに公 共 的企 業 と民 間企 業 の役 割 りに明 確 な区 分 を'して い る背 景

には 「自由 競争 の原 則 」 が基 本 的 に貫 か れ てい る。FCCの 見 解 に よれ ば 、

「オ ン ライ ン情 報 処 理事 業 は将 来 性 のあ る これ か らの産 業 で あ る だけ に ・ ま

ず 第 一 段 階 と して完 全 な 自由 競 争 を さ せ てい る。 もし将 来 、公 衆 の電 信 電話

に影 響 を 与 え る よ うな事 態 が起 れ ば 、 そ の時 初 め て規 制 措 置を考 え るべ き で

、そ れ までは規 制 す べ き では ない 」 と して お り・ イギ リス情 報 公社 の態 度 と と

もに 、 わ が 国 で も参 考 にす べ き こ と と思 われ る。

,k

㌧ン'

3.端 末 機 の接 続 に関 す る規制 の相違

これ ま で に述べ た 基 本 的 な 態 度 に関 連 して通 信 回線 と端 末 機 あ るい は モ デ ム

の接続 に関 す る規 制 は 、 ア メ リカ、 イギ リ・ス、 フ ランス と も極 め て緩 や か であ

り、手 続 き も簡便 で あ る。

(1)ア メ リカ の場合
'

1専 用 回線 には どの よ うな端 末 機 を接 続 す る こ と も自 由で あ る。 この 場合 、
＼
＼モ デ ムは も ちろん 自営 を 許 され て お り

、 自社 で製 作 した もので も接 続 が で き

＼
る＼

＼
・-4一

兎

〉



[A,

」ノ

.】

＼■

電話 回 線 に も端末 機 の接続 は 自由 で あ るが 、,その場 合 は 、 公衆 の電 話 に

障 害 を 及 ぼす こ とを 防 ぐた め 電話 会 社 が製 作 した フ ュー ズを入 りの ブ ラ ッ

ク ・ボ ック スを つ け なけ れ ば な らな い。 同時 に伝送路 に入 る エ ネル ギ ー分'

布 を規 制 して い る。

現 在 ア メ リカで通 信 回 線 に接 続 を 許 され て い るモ デ ム の メー カ ーお よび

そ の種類 は62社176種 に及 ん でい る。(付 属 資料 参 照)

(2)イ ギ リス の場合

専 用回 線 に つ い ては ア メ リカの 場合 と同 じ くどの よ うな端 末 機 を接 続 す

る の も 自由 で あ り、 モ デ ムは 自営 を 許 され て い る。 自社 製 の モ デ ム も許 さ

れ る。

電話 回 線 に つい ては 、情報 公 社 の製作 した モ デ ムを つ け なけ れ ば 、端 末

機 の接 続 は 自 由で あ る 。た だ し、 そ の性 能 お よび特 性.π つ い ては 、情 報 公

社 の規 定 内 に あ る こ とを規 定 して い る,

端 末 機 の種類 は 約60種 に達 す るが、 現在 情 報 公社 の製 作 す るモ デ ムが

果 して適 当 な も のか否 か を再 検討 中で あ る。

音響 カ プ ラー の接 続 に つい ては 未 だ許 され て い ない が 、 そ の理 由は デ ー

タ伝 送 の品 質 面 で 責任 が もて ない か ら(情 報 会 社)で あ る。

(3)フ ランス の 場合

フ ラ ンスは 、 オ ン ラ イン情 報処 理 にっ い ては.専用 回線 を 提供 す るだけ で 、

電 話 回線 の利 用 を認 め てい ない 。 フ ラ ンス郵 政 省 は モ デ ムに つい て完 全 に

ユ ー ザ ー の 自 由 に まか せ てお り、 国際 規 格 に合 致 す る もの な らば 、 ユー ザ

ー側 の責任 にお い て 自由 にモ デ ム ・メー カ ーか ら購 入 して接 続 し
、端 末 機

の接 続 もまた 自 由 であ る。 モ デ ムを提 供 しない理 由は 、保 守 要 員 を 全 国 に

配 置 す るこ とが 不 可 能 であ るか らで あ る。

電 話 回線 を利 用 した オ ン ライ ン情 報 処理 につ い て は 、来 年度 を 目標 に パ

リな どの大 都 市 を 中心 に実 施 す る こ とが 民 間 側 で計 画 され て お り、 そ の場

合 に使 用 で き るモ デ ムを郵 政省 で も製 作 す る準 備 を進 め てい るが 、 ユ ーザ

ー5一



一 が郵 政 省製 作 の モ デ ムを使 用 す るか 、他 の 民間 モ デ ム ・メー カー の製 品

を 使 用 す るか の選 択 は全 く自 由 とす る方 針 で あ る?(郵 政 省)

(4)ユ ー ザー側 の批 判

以 上 の よ うな モ デ ムな らび に端 末 機 の 接続 条 件 に つ い て 、 ユ ーザ ー側 で

は な お相 当 な批 判 の声 を あ げ てい る。 そ の主 な ものは 、 つ ぎの よ うな もの

で あ る。

(イ)電 信 電話 会社 あ るい は 政 府機 関 、 公 共企 業体 は 、地 域 的 独 占を 許 され

て い るの で、 経営 的 な積 極 性 に乏 し く、 経 済 的 安 全 性 を 問 題 に して リ

ス クを 負 う気構 え に欠 け る うらみが あ る。従 って技 術 の進 歩 にお くれ が

ちで あ る。情 報処 理 につ い ては と くに技 術革 新 の ス ピー ドが早 い だけ に 、

この 問題 は重 大 で あ る。 民 間 企業 との 自 由競争 に よ って 、 つ ね に刺戟 を_

与 え て行 く必 要 が あ る。

(ロ、 電信 電話 会 社 の作 るモ デ ムの規格 は融 通 性 に乏 し く通 信 回線 の効 率 的

利 用 が 不可 能 とな りやす い。

これは 電信 電 話 会社 が 、 コ ン ピ ュー タや ター ミナ ル1の 性 能 を 切 り離

して 、 モ デ ムだ け の規 程 を 別 個 に考 え るた め シス テ ム全 体 の バ ランス が

とれ な いか らで あ る。

モデ ムの メー カ ーは 、現 在 共 同 して モ デ ム の国 際規 程 を設 定 す る努 力

.を つ づ け てお り、 電 信 電 話 会 社 は これ を採 用 す れ ば よい 。

ω モ デ ムの レ ン タル料 に つ い て も、電 信 電 話 会社 また は 公 共企 業体 が製

作 した 場合 と、 民 間 モ デ ム ・メー カ ーが製 作 した場 合 とでは 、 後 者 の方

が一一般 に安 価 にな る。

←)コ ン ピ ュー タ と コン ピ ュー タ、 コ ン ピュー タ と端 末 機 の 間 に デ ー タを

送 る場 合 に、・完 全 自動 化 が 可 能 で あ るが現 在 では た とえ ば 電話 機 か らデ

ー タを送 る とす る と手作 業 が残 って い る 。

4.シ ス テ ム と バ ラ ン ス し た 端 末 機 の 開 発

'二6 一
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'オ
ン ライ ン情 報 処 理 め効 率を あ げ るた め には 、 シス テ ム と して 、 コ シ ピ'き

一 夕、端 末 機 、 モ デ ム、通 信 回線 が そ れ ぞれ・バ ラン ス した もの で な らな い ど

い う'考え 方 が 、端 末 機 の 開発 の基 本 方 針 どきれ て お り}・これ に従 っ.て新 しい

端末 機 が つ ぎつ ぎに開発 され てい る。

(1)記 憶 能 力を もった端 末 機

伝 送 効 率 を 高 め るた め に、端 末 機 に記憶 装 置 あ ろい は バ ッフ ァ機 能 を も

た せ 、デ ー タを蓄 積 して 一 時 に伝 送 す る ター ミナル ・コ ン ピ ュ ー タ,タ ー

ミナル ・ユ ニ ッ トて ラ イ ン ・コ ンセ ン トレ一 夕、 リモー ト ・・コ ン セ ゾ トレ

」 タな どの 名称 も使 わ れ て い る)な どが 開発 され てい る。 これ に よ って 回

線 コス ト、 ター ミナ ル ・コス トの 引 き下 げ に努 力 が払 わ れ て い る。

この場 合 、大 型 コン ピ ュー タを 中 心 として これ に ター ミナル ・コン ピ ュ

ー タをi接続 す る シ ス テ ムを と る(GE 、RCAな ど)か 、 中 型 コン ビ 」・一一

タの ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムを と る(イ ギ リス技 術 者)か に よ っ て、 記憶

装 置 の大小 な ど端 末 機 の 開発 方 式 に 多 少 の差 がで て くるが 、 何 れ の シス テ

ムが 有 利 で あ る か に つい て は 、 末 だ 意 見 が分 れ てい て結 論 を 得 る に至 って

いな い 。

'(2)オ ペ レー トに便 利 な 端 末機

ユー ザ ー が操 作 す る の に便 利 で あ る こ とが端 末 機 匪発 の ひ とつ の方 向 を

決め てい る。 た とえ ば キ ヤ ッシエ ・レジ ス タに内蔵 され 、 これ と運 動 す る

超 小 型 コン ピ ュー タや 、 キ ャ ッ シュ ・レジ ス タに と りつ け られ る小 さ な磁

気テ ー プカー トリッ ジを も った 入 出 力装 置な ど、新 機種 が 開発 され っ つ あ

る。

(フ リー デ ン社)

また 、電 話 回線 を通 じてB5版1ペ ー ジを6分 間 で送 信 す る テ レ ・コピ

ア 、 警 察電 話 を使 っ てパ トロー ル 中 の 自動 車 に 文 字 電 送 を行 な う小 型 プア

ック ス(1秒 間280語)な どが 、 周辺 装 置一と して完 成 して い る。(ゼ ロ

ック ス社)

-7一



.5.料 金 問 題

① ア メ リカ にお け る通 信 回線 の 料金 決定 方 法 は つ ぎの とお り であ る・

各 州 に料金 委 員 会 が お か れ て お り・ これ が 州 内 の料 金 につ い て決 定 権 を

もっ てい る。 電 信 電話 会 社 が 、新料 金 を決 め た い ときは 、 そ の案 を料 金 委

員会 に提 出 し、 委 員会 は これを 公 示 す る。 これ に対 し、 ユー ザー 側が 自由

に 意見 を述 べ 、 委 員会は そ の 意見 を 調 整 して料 金 を 決 定 す る。会 社 側 が そ

の決 定 に不服 が あ ると きは 、裁 判 所 に提 訴 して争 う こと にな る。従 っ て回

線 料 金は州 によって異 な る。(例 え ば 、専 用 回線 の基 本料 金 はs月 間 、1マ

イル 当 り、 カ リ フ ォル ニア 州5.5ド ル、 フロ リダ州5ド ル 、 ミシ ガ ン州

4.5ド ル 、 ウ ィス コ ン シン州4ド ル とな っ てい る)

FCC(連 邦 通 信 委 員 会)は 、各 州 に ま た が る通 信 回線料 金 と、 外国 と

≡の通 信 に関 して の み権 限 を もって い る。

(2)イ ギ リス の料 金 水 準 は ア メ リカ につ い で低 い 。 と くに一 定 距 離 以 上 に な

る と料 金 が定 額 とな るの で、800キ ロ以 上 の長 距 離 で は ア メ リカ よ りも

低 くな る。

特 長 的 な もの は深 夜料 金 で 、午 前0時 か ら午前6時 まで の間 毎 日使 用 し

て も、英 国 内 で あれ ば 年 間200ポ ン ド(172,400円)の 定 額 料 金 制

・度 が と られ てい るこ とであ る。

(3)フ ランス では 、.10キPlメ ー トル まで 、10キ ロ メー トル以 上400キ

ロ メー トル まで 、400キ ロ メー トル以 上 の5段 階 にわ け て 、料 金 の上 昇

率 が 逓減 す る方 式 が と られ てい る。 ・・一・)方1=L-一 ザ ーの た め に専 用 回線 を 使

う場 合 よ り2人 以 上 の ユ ーザ ー が 共 同 で使 用 す る とき の方 が 段 階 的 に高 く

な って い る。 現 在 値 下 げを 検討 中 で あ る。

特 長 的 な制 度 と して は 、電 力 会 社 や地 下 鉄 会社 な ど公共 的性格 を もつ企

業 が私 設 の専 用 回線 を 自分 の手 で建 設 した とき も、 そ の利 用 にあ た って は

郵 政 省 に対 し料 金 を支払 うこ とに な って い る。

一8一
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6.新 しい ア プ リケ ー シ ョン の進 展

オ ン ラ イン情 報 処 理 の ア プ リケー シ 目ンは い よい よ拡 大 され つ つ あ るが 、

新」しい ア プ リケ ー シ ョン と して実施 され 、 あ るい は 計画 さ れ てい る もの には 、

つ ぎの よ うな もの が あ げ られ る。

(1)マ イ ク ロ ・ ウ ェ ー ブ を 利 用 レ た オ ン ラ イ ン 情 報 サ ー ビ ス

私 設 の マ イ ク ロ ・ ウ ェ ー ブ 回 線 と 通 信 回 線 を 接 続 し(FCCが 認 可)て

オ ン ラ イ ン 情 報 処 理 を 行 な う 企 業(マ イ ク ロ ・ ウ ェ ー ブ ・ コ ミ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド)が 出 現 し た 。

鴇
線 線○

こ れは 広 い範 囲 にオ ン ラ イン情報 処 理 を 実施 で き る利 点 が あ るほか 、 電

話 回 線 に も接 続 で き る が 、音 声 を 使 って は いけ ない 制 約 が あ る。 しか し こ

の建 設 の必 要 性 につ い ては 公聴 会 を 開 き検 討 の上 許 可 され て い る。

(2)ガ ソ リン.・ス タ ン ドの ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド利 用

ク レジ ッ ト ・カ ー ドの利 用 は ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ トか らガ ソ リン ・ス タ

ンF"t「c.aで 及 ん で い る・ ア メ リカ西 海 岸 で}㍉ ほ とん どの ガ ソ リン ・ス タ

ン ドが ク レジ ッ ト ・カ ー ドで ガ ソ リンを 売 っ てお り、専 用 の端 末機 が 開 発

され てい る。

(3)連 邦 医療 図 書館 の デー タバ'ン ク

ワシ ン トンの連 邦 医 療 図 書館 で は 、大 規 模 な デ ー タバ ンク を整 備 中 で 、

あ らゆ る医 学 関係 の論 文 を 抄 訳 して記 憶 さ せ.ると.ともに(イ)全国 の学 校 、 研

究 所 か らの照 会 に 対 し、 電 話 回線 を通 じて情 報 を与 え る(ロ)医師 の教育 資料

.を 提 供 す る内7000の 病 院 の 医療 図書 館 に情 報 を提 供 す る(→医 療 の コン

サ ル テ ィン グに応 ず る な どの サー ビス を計 画 してい る。将 来 は コン ピ ュ一
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タに よ る診 断 、 カ ル テ の処 理 な ども行 な う予 定 で あ る。

{/
(4)わ ト㌃ 建 設 の動 き/s－

分ツ ラ イン 情 報 処 理 の ネッ トワー クを建 設 す る動 きは極 め て 活発 で あ る。

ω ウ エス タ ン ・ユ ニオ ン電 話 電 信 会社 で}ぶ サン ・フ ランシ ス コ 、シカ

ゴ、 二 。一'一 久,ウ シ ン トン、 ア トラン タ姫 そ れ ぞ れ ・シ ピ」一 夕'㌧

'
ゼ シーター を お き、・これを 連 結 く通 信 回線 はベ ル 系 電話 会 社 か ら借 りる)

し宅 メッセごジ'・ス イジチング を行 な う一 方 、別 会社 で ごデ ー タバ ン ク の情

報 検 索 お よび情 報 提 供 を行 な う計 画 を進 め て い る。

(・)GEで は ・ ・ス ・ア ンジ ェ・・ペ ク リー ブ ラン ド・ ニ ュー 恒 一ジ ー

の5都 市 に超 大 型 の コ ン ビ 三」 タを設 置 し、 これ を 中心 に 、 ロ ン ドン、

カ ナダを 含む40都 市 に リモ ー ト・コンセ ン トレ一 夕('小 型 コ ン ピュー

タ)を お い て通 信 回 線 で接続 し、 タ イム ・シ ェ ア リン グを実 施 す る計 画

を進 めつ つあ る6'リ モ ー ト ・コ ンセ ン トレ一 夕 には 、 そ れ ぞれ48の 端

末 擬 を 接続 す る こ とが 可能 で あ る。

内'1イ ギ』リス の技 術 者 た よる ゴ シ ラ イ'ン情報 処理 ネv'1'hti:・L:1の 構 想 は 、

全 国 に20カ 所 のrSs型 コ ン ピ ュLタ ・セ ン ターをお きぎ そ れ を'.1.5メ ガ

・ビ ッ ト/秒 の高 速 回 線 で 連 結す る。そ れ ぞ れ の コン ピ ュー タ ↓セ ン タ

ー(イ ンタ7エ イ ズ ・コ ン ピ ュー タ)tlce*、 端 末 機 あ るい は 小 型 コ ン ビ

さ 一 タが 接続 され るb・端 末 機 とセ ン ターは50ギ ロ:ビ ッ ト/秒 で結 ぶ 。

∵ この計 画 ほ 、 今 年7月 ロン ドシ で テス トが行 な わ れ るのを 皮 切 りに、

1973年 か ら74年 に かけ て1.5メ ガ ・ビ ッ ト/秒 の ネ'ッ トワ]ク を

完 成 し、1985年 か ら84年 にか けて6'メ ガ ・ビ ッ・ト/秒 の ネ ッ トワ

ーク に切 りか え る予 定 で あ る。

←)フ ランズ で も大 都 市 を 中心 に、来 年度 ち万 ビ ヅ ト/秒 回 線")オ ン ライ

ン情 報処 理 ナ ッ5ワ ー ク を建 設 す る計 画 が進 ん ゼV・エるぷ 、・さ ら に ドイ ツ、

イ タ ガー 、 オ ラン ダ と結 ん で(各 国 の通 信 回 線 を借 り る)'2σ0、 ビット/

秒 の ネ ッ トワー クを建 設 す る計 画 が進 ん でい る〇 一
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ス 情 報 処理 に対 す る予 測

料 金 問 題 あ るい は端 末 機 の 開発 そ の他 に大 き な関連 を もつ と思 われ る ロ予

測Pに 関 しては 、 つ ぎの よ うな数字 が あ げ られ て い る。

▽ ア メ リカ

① コ ン ピ ュ ー タの生 産 額

1968年174億 ドノレ

197ろ 年400億 ドル

1978年600億 ～800億 ドル

(コ ン ビ=一 タ ・マ ー ケ ッ トは1975年 まで年 率20%の 成長 を とげ

る だ ろ う)

② 、周 辺 機 器 の割 合

(イ),全 コ ン ピ ュー タ売 り上 げ金 額 に対 す る比 率

1955年19%

65年51%

70年60%

(ロ)本 体 と周 辺 機器 の割 合 い

'」

.,

売 主ッサ_ 通信関係 記憶装置 出力装 置 入力装置

1968年

73年

390%

31.0

ほ0

25.9

22.6

2214

10.9

96

10.5

10.1

③ 端 末 機 の数

1968年7万 台8,000万 ドル

72年20万 ～55万 台2億 ～5.5億 ドル

④ 情 報 処 理 企 業 の売 り上 げ 高

1969年9億1000万 ドル

70～71年10億 ドル を こえ る

一;11一



⑤ タ イ ム ・シ ェ ア リン グの売 り上 げ 高

1968年1億8.000万 ドル

72年9億 ドル

⑥ 通 信 回 線利 用度

(100%と の差 は 無 回 答)

⑦ 大 型 機 の利 用 状況

▽ イギ リス

(1)情 報 処 理 産 業 とGNPの 比 率

1968年1.2%

75年5.0%

80年'4.Oo/o

② ・・一 ドウェ ア と全 工 業 設 備 投 資 の 比 率

1968年4,8%

75年11.0%

(3)端 末 機

1968年(9月)2,500台

69年(9月)6,000台

70年 代50,000台

80年 代500,000台

..,,,,1"、 一

0～25% 26～50% 51～75% 76～100%

1967年

75年

71.4%

22.7

90%

290

4.8%

18.2

一

269

r一

業 務 用 プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル 科学計算用

1968年80.4%

1975年74.6%

50%

5.0%

14.6%

1Z4%
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IBM・WorldTradeCorp.

▽ 所 在 地:821UnitedNationsPlaza,NewYork・

N.Y.10017U.S.A.

▽ 面 接 者:Mr・,J.N・G・sseli・ ・M「 ・D・R・Bacon・

Mr.G.J.Lissandrello,Mr.J.M.Cunn-

iffe,

Mr.D.L.Mordy,Mr.E.S.Groo,

M,OR.F.bもean,M・.J.・M・rk・1.

▽ 通信 回線 問 題 に関 す るIBMの 政 策

① い まか ら5年 前 、 ア メ リカ ン ・エア ・ラ インが航 空機 の管 理 の た め に 、広

範囲 に散 在 す る地 点 の情 報 を 同時 に入 手 す るべ く、電 話 回 線 を利 用 しよ うと

考 え た ときか ら、IBMは 小 人 数 の グル ー プを結 成 して ・通 信 回線 問 題 の 究

明 に乗 り出 した 。 そ れ は

どん な モ デ ムが 必要 か 、 どん な 伝送 施 設が 適 してい るか 、 誰 が製 作 し 、,誰

が販 売す るか 、 これ らを 公 共 の ネ ッ トワー クに 接続 して よい か な どを 検 討 す

るた め の もの であ った 。

②3年 前FCCが 、通 信 産 業 とデ ー タ処 理 産業 の 関連 に つ い て諮 問 した の

に関 連 して、IBMは 本 社 間 に部 を設 け 、規制 上 の慣 行 、 パ ラ イバ シーお

よ び機密 保 護 の問 題 、通 信 とデ ー タ処 理 の相互 に与 え る影 響 を取 扱 わ せ る

こ と と した。

③IBM.WorldTradeCorp.で{ま 、通 信 産業 の国 際 的 な互 換

性 を 研 究 す る グル ー プを 設 け た。 も し1国 が情 報 産 業 のた め に全 く異 っ た

環 境 を 作 り上 げ る とす る と、 そ のた め に特 別 な製 品 が 必要 とな り、世 界市

場 は 、一 つ の市 場 では な く、 小 さな市 場 の集 積 と化 して しま うで あ ろ う。

(ス イス に もそ のた た め の研 究 所 を 開設 した)

④ 標 準化 のた め に 、世 界 中 に20人 の専 問 職 員 を おい て 国 際的 標 準 を 研 究

してい る。

一一14一
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▽ 通信会社の役 割につい て

① 国家 、公衆 のために、最高 の通信施設を開発 す ることが、通 信会社 の最

高 の使 命であ る。 これはIBMだ け の見解 ではな く、FCCの 諮 問 に応え

た もの全体 の一致 した見解 であ る。

② 情報産業 の成長 は、通信産 業 の成長 よりもズ ピー ドが早 い。通信会社は

デー タ処理産 業の成長 に歩調 を合わせζそのためのサー ビスを提供 す る必

要が ある。

③ 通信 サービスは公共事i業 として留 まるべきで あ る。そ して地域 内で独 占

または寡 占で運営 され るべ きで あ る。

④ 通信会社 が情報 処理関係 のサー ビスを行 な うこ とは可能 であるが、そ の

場合は別会計(回 線料 も) .、別会社 でなければな らない し・利益を あげな

くては な らない。 もし欠損 を出す よ うな ら.そ れは納税 者の金 をな くして

いるこ とになる。

,'

、苛

▽ 通 信 回線 利 用 に対 す る制 限

① 通 信 サ ー ビス の再 販 売 の禁止 … …A会 社 が電話 会 社 か ら通信 回線 と電話

ll∠:没の提 供を うけ 、 デー タ処 理 サー ビス を行 ない)'㌣ 一 ザー に対 し電話 虫

一 ビスを 含 め て 料 金 を 諒 した 場 合 こわ が 通 信 サ ー ビ ス の 再 販 売

に 該 当 す る か 否 か が 問 題 と な る 。 隠 客 がて れ を 利 用 し て 音声 通

信 を 行 な う ことがあ るか も知 れないが、それば非常に高価 な ものになる

だ ろ う。電話会社 の料 金 よ り安い コス トで回線 を利用す るこ とは さけなけ

ればな らない。
セ モ ト ベ ト

② 技 術 的 な面 で残 っ て い る制 限 は つ ぎの とお りで あ る。

(イ)ネ ッ トワー クの保 護措 置。 これ は電 話 会社 に よ って提 供 され て い て 、

回線 に入 る信 号 の入 力 を制 限 す る も ので あ る。

←)ネ ッhワ ー ク保 護 のた め の規 準(Criteria)。'周 波 数 と信 号 レ

ベ ル に 関す る仕 様 で.顧 客 の 端末 機 は これ を越 え て は な らない 。
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の ダ イ ヤ リン グは電 話 会社 の提 供 す る装 置 に よ って行 な わ ね ば な らな い。

③ 以 上 め ほ か に は 、 どん な モ デム で も取 付 け て よい こ とにな って お り・ こ

の1年 以 上 に何 千 種 とい うatta・chmentが 使 用 シされ て い る が ・電 話 会 社

か らは 最近 何 も重 大 な支障 は 起 っ てい ない と報 告 してい る。

▽ 秘 密 保護 問 題 につい て

「コ ン ピ ュー タ化 された環 境 にお け る デ ー タ安 全 に関 す る一 考 」 とい う小

冊 子 を ま と'あて ユ ー ザー に配 布 した 。

デ ー タの 保護 を考 え る場合 、 い ろい ろな 要 素 を考 え ね ば な らな いが 、 つ ぎ

の こ とが あ げ られ る。

① プ ロ グ ラ ミン グの技法 や キ ー ・ワー ド,テ ー ブル ・ロ ック ・ア ップな ど

は 、使 用 資 抗 のあ る ユー ザ ー だ け に使 わ せ る・

② 多 くの デー タの うち、 ど の部 分 を使 用 で き るか・ ど の よ うに して使 用 す

る か 、検 索 す るだけ か 、 加工 もす るか に つい て 、誰 が ・い つ ・ 何 を した か

を追 跡 で き る方 法 を と る。

③ シ ス テ ム全 体 の保全 に つ い て 、 資 格 の あ る人 間 だ け が タ ッチ で き る よ う

にす る。

④ メー カー と して 、安 全 確保 の手 段 を 提供 す る責 任 があ る と考 え て い る。

⑤ 最終 的 には 、 デー タを 扱 う人 間 の問 題 に帰 す る。

▽ デ ー タ交換 装 置 につい て

①'IBMは ヨー ロ ッパ で 、 デ ー タ ・ス イ ッチを製 作 した 。 これ は音 声 の交

換 もで き る しデ ー タ交換 もで き る。 基 本 的 には コン ピ ュー タ と同 じで 、 プ

ロ グ ラムを 内孔 し、 リレーが な く、す べ て の接 続 は 電子 接点 で行 な わ れ る。

企 業 内 の ター ミナル や コ ン ピ ュー タ に接 続 で き る。(シ ス テ ムは フ ラ ンス

で 開発 さ れ、 部 長 は 西 ドイ ツのIBMが 担 当 し、主 要 コ ン ビ==一 夕部 は ス

コ ッ トラン ドで 生 産 され 、 組 立 て は フ ラ ンスで行 った 。)

② 電 子 交 換 装 置で デ ー タ処理 を行 な うこ と も研 究 した が 、 プ ロ グ ラ ミン グ

ー16一
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の 問 題 で 大 型 に な りす ぎ るの で 、 い ま の と こ'ろは 、別系統 の コン ピ ュ ー タ

・を 便 った 方 が 安 上 りにな る と思 う。

声パ

1-〆

,▽ 資 料

1)TheConsi'1deratiorisofDa'ta"Securityi.na

Conp・uterEnviro.nment.

2)Theauthorizationproflemi'SeleCtive・ ・

sharing-oflarge・Computer'files・

3)Notes.onthedataprocessingindustry.

4)M』odemsapprova1.

5)FCCへ 提 出 の 資 料

4

,・ 、

q
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▽ 所在地

▽ 面接者

GE(GeneralEIeltricCo .)

773501dGeorgeto'wn'Road,Bethesda
,

Maryland,20014

Dr.G.J.Feeney,Mr .B.M.Christensen.

Mr.R.D.Ka.ne'Mr.C .B.℃'hurch,

Mr.J.E.Parkhu・rst,Mr' .」.E.Doylei

;Mr
.R.J.Seat6n,Mr.K.T.Coit.

』

(●

▽ タ イム ・シ ェア リン グの 有 利性

(1)タ イ ム ・シ ェ ア リン グは 、 コ ン ビ=・一一タの3倍C1他 の電 気工 業 の7倍 の

早 さで 成 長 して い る(成 長 率95%)

(2)コ ン ピュー タの使 用 料 は 、 手計 算 の10分 の1し か か か ら ない 。時 間,

経 費,調 査 費 の大 幅 な節 約 が で き る。

(3)応 答 に時 間 が か か らな い 。 バ ッチ処 理 では ほ か の仕 事 と一緒 に や る の で

時 間 が かか りす ぎ る。

(4)バ ッチ処理 の 場合 は 、 コン ピ ュー タ専 門 要 員 が どん な仕 事 で も知 識 を も

ってい なけ れ ば な らな い。 タ イ ム ・シ ェア リン グで は 、 要 員 が知 って い る

範 囲 で 何 回 で も繰 り返 す こ とが で き る。

(5)パ ッチ処 理 が拡 大 す る と、 コン ピ ュー タ も大 型 とな り、 コ ン ピ ュ一一タ と

入 間 の距 離 が 大 き くな る。 タ イム ・シ ェア リン グで は 、 コン ピ ュ_タ は 何

種 類 もの仕 事 を して 、 しか も人 間 は す ぐ答 を得 る こ とが で き る(ユ _ザ_

の生 産 性 が あが る)

(6)情 報 の発 生 場 所 と利 用 場 所 とが違 っ て くる と、 両 者 を 関連 づ け る こ とが

重 要 とな る。 バ ッチ処 理 は 自動 車 だけ あ って 、ハ イウ ェ イ のな い よ うな も

の で あ る。

(7)コ ン ビ=一 ータ の コス トが2倍 にな る と、能 力 は4倍 に な る(コ ス トの2

乗 に比 例)し たが って大 型 コ ン ピュー タを 共 同 で利 用 す る方 が経 済 的 で あ

一18一
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る(Sca1・E…bmyう ・大 型 ・ン1ピ≡…二 歩鞭 っ てい る と
、普 段 は

能 力 を フル に使 わ な ぐ と も'、特 別 な とき に ラル 活 用 で き る
。ぱ 個別 の 目的

に コン ピ ュ ー タを使 う ときで も、 ソ フ トウェテ が違 う'だけ で 使用 しで い る

機 械 は9・ln・ri・1P・ ・p・ ・eの もので あ る .・ 『ン ピ ュニ1タは 同 じで 、

⑰ 人 が違 うよ うな も ので あ る。 個別 こ考 え る と疑 問 が あ っ て も、・社 会 的

ほは タ イム シ ェ ア リ ン グの方 が得 であ る)
、⇔

▽ ,現在 の ネ ッ トワ ー ク

サ ン フ ラ ン{シ ユ
・コ ・・い'

GE

655

270

○
,/

ニ ュ ー ヨ ー ク

そ の他 カ ナダ を

含 む40都 市
アトランタ バ

、

、1

▽ 将 来 計 画 …(既 出)

資 料

1)]ListoflOcations

2)GETime-SharingService

5)1968AnnualReport

4)1・f・ ・m・ti・ …tw・ ・ktech・ ・1。gy
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▽

▽

▽

)1(

所 在 地:

面 接 者:Mr.W.R.

Mr.且S.

組 織

消

RCA(Radio

Cherry

Corp.ofAmerica)

Hi11,Camden,NewJerseyO8101

Casian.Mr.F.W.MilIs

McCllister.Mr.且LFord

RCA
1

「 ll ll

費 材

産 部 門

情 報

シ ス テ ム

部 門
L

国防 ・

商用 シス テ ム

部 門

サービス

部P

ナ ・シ ョ ナ ル

ブ ロー ドキヤス テイング

カ ン パ ニ ー

点

匂

(2)情 報 シ ステ ム部 門 の内 容

(イ)コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム部

(ロ)グ ラ フィ ッ ク ・シ ス テ ム部 … デイスプvイ 装 置,磁 気 テ ー プ、1/0装

置の生産 。

←・)磁 気 装 置 生 産 部 …視 聴 覚 用磁 気 テー プの生産 。

←)記 憶 装 置生 産 部"・ コン ピ ュー タ用 メモ リー の生 産(磁 気 コア)

▽ 情報産業 の成長予測

ω コンピュー タ生産 額 …(既 出)

(2)周 辺機器 の割合 い…(既 出 、

(3)通 信回線 の利用度 …(既 出)

ω 伝送方式

●

ー

迫
.

,・嵩2:0一



、戸

、角 ノ

▽ デ ー タ ・セ ッ トを 自営 で き る よ うに な った 利点 につ い て

(1)カ 一 夕 ・ホ ン事件 の判 決 に よ って 、端末 機 と通 信 回線 の接続 が 自由 にな

る以前 に は 、 デ ー タ ・セ ッ トは 電話 会社 が 提供 す る もの以 外 には認 め られ

な か った が 、判 決 以後 は デ ー タ ・セ ッ・トを ター ミナル に組 み こん で 歩 一 ミ

ナ聯 の一 部 とす る こ とが 可能 に な っ た 。

(2)し たが っ ℃ ターξミごナル ⑲ 保守 が 一 ヵ所 で で き る よ うにな った 。

(3)料 金 も、電 話 会 社 が 提供 す れ ば 、 月額 レ ン タル は45ド ル ・民 伴会 社 が

提 供 すれ ば売 値800ド ル で 、2年 た つ と民間 の ものが安 くな る。

資 料

1)1969AnnalReport

2、 ス ペ:ク トラ70に よるTSS。

U

ln
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バ ロ ー ス 社(BurroughsCorp
.)

▽ 所 在 地SeCondAve,.atBVrrogh,Detroit,

,,、r、.1,∴M,1..c,h,jg・ ・48232

▽ 唖 者 畦 ・Tu「ne「 ・M・ ・R・A・Li・d・

Mr.B.Cloppton.

▽.オ ン ・ラ イン ・バ ン キン グ ・シ ス テ ム
L1'一'こ'

B500/500の 中 型 な い し 小 型 コ ン ピ ュ ー タ を 便 っ てon・-1ine

bankingを 行 っ て い る 。50の デ ー タ ・セ ン タ ー に7000以 上 の タ ー

ミ ナ ル が 接 続 さ れ 、1000万 以 上 の サ 〒 ビ ～～を 行 ρ て い る 。 そ のPt 、 最 大

の も の は ボ ス ト ン の バ ン カ ー ズ ・デ ー タ ・・プ ロ シ ン グ ・ シ ス テ ム で あ る 。

ユ ー・ザ7102社
,550の タ ー ミ ナ ル が あ る 。 現 在 、1回 線 当 り16のky-"

ミ ナ ル を 接 続 で き る が 、 こ れ を40ま で に す る 計 画 で あ る 。

こ れ に よ っ て 、 回 線 コ ス トが さ が る と と も に 、 レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム が7秒

に な っ て 、 ユ ー ザ ー の サ ー ビ ス が 向 上 さ れ る 。

.㍉

」
●

▽ 電話 会 社 に対 す る不満

1・ 電 話 会社 は経 済 性の 点 で技 術 の 進 歩 に つい て行 け な い 。将 来 の デ ー タ.

コ ミニ ケ ー シ ョンを考 え て電 話 会 社 は 回 線 ス ピー ドを 早 くす る こ とを=考え

るべ きで あ る

2・ 電話 会社 は平 均 的 な料 金 を きめ るか ら、引 き下 げが で きな い 。(マ イク

ロ ・ウ ェ ー ブを使 っ た デ ー タ通 信 会社 の こ とを 、電 話 会社 は ロク リー ム ・

ス キ ミン グeと い っ て非 難iし てい る)

3.ア メ1)カ には約20'00の 電話 会 社 が あ り ベル系は23、 他は 独立 会社 もあ

る。 そ こで長 距 離 の 料 金 には 不 要 が起 る。例 え ばAか らBへ 伝 送す る と

き、 そ の 距 離 は 、直 線 距 離(air-1inemile)で な く、C,Dと い

う独 丼 電話 会社 の ライ ンを 通 ず る距 離(route-1inemile)で 計

一22一
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算 され る。 ユーザーは独立電話会社 と契 約すれば独立電話会社 はベル系 と

と再契約す る)

A

C

B

D

(独 立 電話 会社)

▽ 端末 機 開発 の 方針(評 価)

1.シ ス テ ムの バ ランス を 考 え た 端末 機 と して 、 中央 コ ン ピ ュー タ と処 理機

能 の配 分 を孝 友 る こ と、.i ..・'.;1・.

2.適 応 性 を も った端 末 機(寿 命 の長 い もの)1

5.通 信 回線 の効 果 的利 用(バ ッフ ァの利用 な ど)、 ,、 こ

4・..オ ペ レー ㌧の便 利 な も の と して端 末機 に入 るま で に修 正 す る もの

5.エ ラーを 検 出 す る と と も に リカバ リー の き くもの に対 す る配 慮tt

6.い ろい ろ な入 出 力装 置 が っ け られ る もの

ス 伝 送 路 特 性 に対 す る要求 を 最 小 にす る もの ,

8.各 種 の型式 の操 作 が で き る もの

9.い か な る用 途 の処 理 もで き る もの で あ る こと

40.オ フ ・ラ イン で も使 用 が で き る こ と

μ

▽ 新 しい 端末 機

1.タ ー ミナ ル ・コン ピ ュ ー タ

① 記憶 と処 理 機 能 を もっ た端 末 機 で 、 プ ロセ ッサを もつ

② バ ッフ ァを もち 、各 種 端 末 機 を 利 用 で き る

③ プロ グ ラムが 変 え ら れ る もの

④ プロ グ ラ ムを 変 え ず に、他 の機 能 の 要求 に応 じられ る よ うにす る

フ ァー ム ・ウ エア(firmware)と い うべ き ものを 作 る。
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1.

; .・-・

2.タ ー ミ ナ ル ・t'ニ ッ ト

① データ送変 の方向に必要な記憶処理を共 用す る

②16台 の端末機 がつけられ る

③ オ フ ・ラインで も使え る

(回 線効率 を よくし、端末機 の コス トを安 くす る)

資 『=・料

1、1969AnnualReport

2、TheProductsofBur『roughs

5)BurroughsInternationalHeadQuarters

4)1B・5:D[.0:

5)B2500.B3500

6)250:.0パB5500thirdgenerationsoftware

7)B6500.B7500

8)DiskFile

9)aboutDetroit

さ、

・」
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●

イ ン タ ナ シ ョ ナ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 社(ミ ル ゴ ー),.、

(Inte輌,nation川 、,℃omunication .Corp.Milgo)

▽ 所 在 地:70(W・ManchesterBIvd.Ing.1ewood,C垣if・ ttt

90501

▽ 面 接 者:Mr.V.V.ViliPs,

▽ 電 話 会社 に対 す る不 満

1.電 話 会 社 の トップには 新 しい 企画 が な い。'

従 っ て技 術 的進 歩 が な い 。 だ か ら私 企 業 が考 え てや らなけ れ ば な ら ない 。

2・C・mp・t・ ・;'t・C・mp・ter .・C・mp旦te「t・t・ 「mi-

na1の 完 全 自動 化 が 許 され て い な い 。 デ ー タを 送 る と き に、手 で ボ タ ン

を 操 作 しなけ れ ば な らな い 。 これ は完 全 自動 化 す るべ きで あ る。

3.エ ー ザ ー は電話 会社 の 保 守 サ ー ビ ス に不満 が あ る。

4.電 話 会 社 の つ くるモ デ ムの規 格 は 厳格 す ぎ る。 伝送 ス ピー ドが あ が らな

い 。 モ デ ムの メー カ ーが合 同 して テ ス トし国 際規 格 を作 ろ う と して い る。

5.シ ステ ム と して能 率 を あ げ る よ うに考 え るべ きで あ る。 別 々 に設 計 しな

い で.全 体として能率をあげるよう電話会社 に圧力 を かけなければならない。現 在 通

信 回線 の波形を修正 して誤 字 ので きな い よ うに テス トす る機 械 を 試作 幽 で あ

る。

▽ 小 さ な会 社 のチ ャ レン ジ

小会 社 が 大 きな電 話 会 社 に チ ャ レ ン ジ してい る例 と して、 マ イ ク ロ ウ ェー

ブ を便 った デ ー タ通 信 会社 が で きた シ カ ゴ の マ イク ロ ウェー ブ ・コ ミュケ ー

シ ョン ・イン コー ボ レー テ ッ ド(FCCも これ を認 可)。 マ イ ク ロ ウ ェー ブ

と専 用 回線 を結 び、 ター ミナル ・コ ン ピ ュー タに接続 してい る。 た だ し音 声

は使 え な い 。
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▽ シ ス テ ム を 請 負 う 会 社 ㌧ 』'一 一 ■ ㍉

通.信 回 線 一 モ デ ム ー 端 末 機 一'コ ン ピ ュ ー タ を 通 ず る シ 入 戸 ム 全 体 の バ ラ ン

ス を 考'え セ 、 全 部 を 請 負 ・う 会 社 が で き て い る 。1㍗ ㍉ .;'1':、

資 料 ピ.1.・'・tt・:・:、//.

1)Glossaryofdatacom.municationterms ■
2)8Modemsexplanation∵.'・','i".・tt'、;

3)'CC-30CommunicatioitStat'i・on.

4)'Progammedbufferedmultiple'xef.;

'5) ・Alppli・cation-Repor
.t「'(UCLA).

、 ・.・ ・ 、
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▽ 所在地

▽ 面接者

フ リ ー デ ン ・社(F・iden,1nc.) .、 、○Ol,ll.ll

1653EastMainSt.Rochester,N.Y.

14609

Mr.M.W.Bialla,Mr.T.A.Camiolo

▽ 新 し い 端 末 機

1.キ ャ ッ シ ュ ・vジ ス タ の 内 部 に4Kの プ ロ セ ッ サ を も つ ミ ニ ・ コ ン ピ ュ

ー タ を も ち 電 話 回 線 に 接 続 し て リ ア ル タ イ ム に 使 え る も の 。 ク レ ジ ッ ト ・

カ ー ド用 に は 今 の と こ ろ 使 う計 画 は な い 。

2.効 率 的 に 通 信 回 線 を 使 う た め に 、500キ ャ ラ タ の バ ヅ フ ァ(ブ ロ ッ ク

で メ モ リ・一 す る た め シ フ ト ・レ ジス タ あ る い は 磁 気 テ ー プ)を 持 た せ た 端 末 機 。

(コ ン ビ ュ ー タ イ バ ー)

5.キ ー ・ デ ー タ ・ レ コ ー デ ィ ン グ 。1970年2月 に 発 表 し た 。 キ ー ボ ー

ド か ら 直 接 磁 気 テ ー プ に イ ン プ ッ トし 、 プ ロ ツ ク で 送 り 出 す 。

4.完 全 に 電 子 的 な フ レ ク ソ ・ ラ イ タ ー や キ ヤ シ ュ ・ レ ジ ス タ に つ け ら れ る

磁 気 テ ー プ ・ カ ー ト リ ッ ジ も 開 発 中 。..㌧,

5.周 辺 装 置 の 別 会 社 テ レ ・ シ グ ナ ル(シ ン ガ ー 系)が 、 モ デ ム,ラ イ ン ・

コ ン ト ロ ー ル 装 置.ラ イ ン ・ コ ン セ ン ト レ 一 夕 を 生 産 し て い る 。

6.フ レ ク ソ ・ ラ イ タ ー が 周 辺 装 置 の 中 心 と な っ て い る(タ 一口ミ ナ ル ・ オ リ

エ ン テ ッ ド)の 由 型 コ ン ピ ュ ー タ を 開 発 中 。 こ れ は 紙 テ ー プ を 使 う バ ッ チ

処 理 用 の も の で あ る 。(CRTを 使 う こ と も 計 画 中 で あ る が 、 こ れ は モ ニ

タ ー 用 で あ っ て 、 デ ー タ の イ ン プ ッ ト に は 使 わ な い)そ の 理 由 は 、5年 前

か ら の マ ー ケ ッ ト ・サ ー ベ イ の 結 果 に よ っ て も 、 紙 テ ー プ に 対 す る 需 要 は

決 し て な く な ら な い し 、 経 済 性 の 面 か ら も 必 要 で あ る か ら で あ る 。

▽ 端 末 機 の需 要予 測

マ ー ケ ッ ト ・サ ー ベ イの結 果 で は 、 こん で5年 間 に 、ア メ リカ で200～
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500万 台 の端 末 機 が設 置 され 、・ヨーtロ ッパ で も同 数 が 必 要 で あ る とみ てい

る。
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▽ 所'在地

▽ 面接者

ゼ ロ ッ ク ス 社(XerOx)『

13らOJeffersonRoad,Rochesガer,N.Y.

:』1:4623

Mr.J.P.Wilson,Mr.D.M .Lum.

Mr.F.J.Barbosa,

r㎏

.

▽ 関連部門の境界

コ ン ピユ 一 夕

デュプ リケー シ ヨ ン

,一
/

グ ラフ ィック

/ノ
シ/

ヨ/

コミュ ニ ケー ション/

ρ

、

▽ 新 し い フ ァ リ シ ミ リi装 置

1・ フ ァ リ シ ミ リLDX… 「ゼ ロ グ ラ フ ィ ク 」1分 匿…8ペ ー ジ を 送 信 。12-

48Kヘ ル ツ の 広 帯 域 フ ァ ク シ ミ リ。 専 用 線 月 額1マ イ ル 当 り18ド ル 。

2.テ レ ・コ ピア … 電 話 交 換 回 線 利 用 。B51.ぺ そ ジ6分 で送 信 。 リー ス 月額75ド ル

5.コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 装 置

①fanfoldinput

② ゼ ロ グ ラ フ ィ ッ ク ・ ア ウ ト プ ッ ト装 置 。1分 間8十 ×11を40ペ ー ジ送 信 。

③ リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ッ ク … … コ ン ピ ュ ー タ に ア ダ プ タ

ー を つ け て 、LDXと 結 合.オ ン ラ イ ン で 使 用 で き る 。

④ グ ラ フ ィ ッ ク ・ タ ー ミ ナ ル ・ ユ ニ ッ ト… … 記 憶 装 置 を 内 蔵 し て い る

一一・29-一



(vectorconversion'の た め ・)1、分 間50ペ ー ジ 送 信 。

Y⑤'自 動 車 用 プ リ ン タ:一 … …無 線 電 話 回 線 で 接 続 〆1秒 間280語 を 送 信

無 線1波 に1,000プ リ ン タ ー を っ け 、 セ レ ク タ ー で 選 択 し て い る 。

身

▽ シス テ ムに適 した端 末機 … …開 発 の方 向

急 速 に増 大 す る情 報 の必 要 性 は通 信 へ の 依存 率 が大 き くな り、 い ま まで の

シ ス テ ムでは 過重 に な るおそ れが あ る。

通 信 回線 コス ト、 シス テ ム ・コス トの上 昇 を 解決 す る ため に 、 これ に適 し

た端 末機 を 開発 す る必要 が あ る。 電話 交換 回線 と電子 的 シ ス テ ム の 結 合

は 、単 に 「端 末 機 を売 る」 よ ゲ も 「シス テ ムを売 る」 こ とを 目標 にす る よ う

にな った 。

、6

資 料

1)StreamlineYourcommunicationsnetwork

withtheXeroxmobilePrinter.

ゴ
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パ シ フ ィ ッ ク ・ テ レ フ ォ ン ・ ア ン ド ・.テ レ グ ラ7社 ・

(P・ ・ifi・T・1・ph…&Tρ1・g・a坤 ¢ ・ ・)

▽ 所 在 地:818・ ・W・ ・t7thSt.,L・ ・A・g・les・C・lif・

90017

▽ 面 接 者:Mr.J.Lafayelt,te

▽ 電話電信 会社 の役割 とサー ビス

1.電 話会社 は デー タ処 理業務 は行 なわない。

2.タ 。チ ・トー 魂 話 な ど の設 備 民 間 デ ー タ通 信 サー ピ 会 社rCffし 出

す が 、 運 営 に は タ ッ チ し な い 。

15・ 呈 一 タ を 送 る のva-一 一番 適 当 で 経 済 的 な 方 法 を リ コ メ ン ドす る の が 電 話 会

社 の 役 目 で あ る 。

4.サ ー ビ ス 、の 種 類

①Channelconditining… …(既 出)

タ イ プC・ … … 通 常 の 回 線/

タ イ プC2… … 月 額76ド ルをC涜 平金 に付 加(20bO797200b/s)

詞 プC、 一.腋9βD・ 鮒 力qす る(96'OOb/・)

伝 送 速 度 に 応 じ る よ う伝 送 帯 域 、 歪 み な ど を 補 償 に あ る 。

②foreigP;e予change… ・・∵(既 出)

③WATS… …(既 出 、,

④ 長 距 離 電 活 サ ー ビ ス ……(既 出 、

⑤ デ ー タ ・ ホ ン,デ ー タ ・セ ッ ト の 貸 与

力 プ1
,・ ・ 一 低 速 「50ρPS"タ ル 料_月25ぽ

〃200一 中 速 三4
、057240CPS.月40～2pOド ル

〃5・ ・ 一 高 速 一62"5PCCPS・ ・ 月400ド ダ

,.(専 用 線 用)...、

〃4 ,Qo三 並 列 伝 送 用(デ ィ スbリ ビ ュ 一 夕r付 き)
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∫

タ!イ ブ600一 ア ナ ロ グ 伝 送 用"

!〆

⑥ 広帯 域 回線 サ ー ビス'

;'

{
▽ 端末機 の鎚 について

・FCCI・f・ ・e・g・a・ …hm… の 繍 嬬 め た の は1968年

で あ るが!カ ル フ ォル ニア州 で実 施 した のは1969年5月 か ら であ る。

2.専 用 線 には モ デ ム の 自営(自 分 で作 っ て も よい)が 許 され る。 電 話 会社

の作 るモ テ ム よ り、 自営 の も のが 面 白い もの が多 い。.

3.そ の場 合 、回 線 の基 本 料金 だ け を 電話 会社 が徴収 す る。

4.電 話 交換 回 線 には ブ ラッ ク ・ボ ックス を つけ なけ れ ば な らな い 。 これ に

もモ デム だけ で よい よ うに しょ うと考 え てい る。'

5、 音 響 カ プ ラー を 使 うと安 上 りで あ るが 、 これ に は 伝送 特 性 が 安 定 に とれ

な い欠 点 が ある。"

▽ 料 金 の決 定 方法 ……(既 出)'1`

●

㌧必

▽ コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター の設 置場 所 に つ い て

公 衆 通 信 の トラ フィ ック の流 れ の少 ない と ころ に設 置 す る よ うに 、 コ ン ピ

ュー タ会社 に勧 告 す る 。 ま た公 衆 通 信 の トラ フィ ック の多 少 に よ っ て、 回線

使用 料金 に変 化 を つ け てい る 。(オ ハ イ オ州 で は 、受 益 者 負担 の制 度 を とつ

て い る 、

資 料

1)WidebanddataStations50ろTyPe

2)Dataauxilielfyset801A

5)DataSet201A,'201B

4)BellSystemdatacommunicationservices

5)Capabilitiesofthetelephonenetworkfoti・
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d・t…'m…i・cti
.・n

・6)A・ ・u・ti・a1・'・ .:・,uiP,1、i・gf・rd・t・t・ …missi・ ・

7)Dataa・ ρesξ
,・卿 ・gm… ,a・u・ 』a'ti・cd・t・ ….-

Plingunit.

8)Wat8

g)DataCommunicationsforbusine'ss.

10)Datacommunicationsservices.

川)Whaポdataconmunicatiiσhscandoforyou?

、12)Tel1'e・speed'11200EP9

15)Data-phoneservice.

44、D・ta-・p・
.ed''"忌er・i・e.:1『...… 「』.,..

15)D。 ・。.ph。ri'e・.5。'",y'f';,.…'1::1,

、唱

、●
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ウ ェ ス タ ン ・ ユ ニ オ ン

(Wester.nUnion、

.▽ .1所 在 地:60HudsollSt.NewYork,.N.Y.10015 .

▽ 面 接 者:Mr.R.D.Eckes.Mr.W.F.Bi・anchi.一 .

一一

:畠1:;"、llMr・.L.J.Hanlon.

▽ 情 報 交 換 業 務 の 内 容

↑ ネ ッ ト ワ ー ク ㌧
カ ゴ ビ

ニ ユ ー ヨ ー ク

サ ン フ ラン

シス コ

ワ シ ン ト ン

9

∀

ア ト ラ ン タ

2.サ ー ビ ス 時 間

①ISCS(情 報 交 換 通 信 シ ス テ ム)… …8.00a.m,～25.00P.m.

②INFO-COM「 コ ン ビ=一 タ 利 用 の 情 報 交 換)… …5.50a.m.

～16 .50P.m.

▽INFO-COM

① 契 約 者 が専 用 線 ネ ッ トワー ク を通 じて 、端 末機 間 に情 報 デ ー タの伝送 を

す る こ とを 認 め る。

② 契約 者 が テ レ ック ス,テ レ タ イ プで 、情 報 や デ ー タを送 る こ とを認 め る。

③ 端 末 機 のサ ー ビ ス

④1型 ……55ASR,半 二 重 方式 、専 用 回 線 用 、

◎fi型 ……35ASR又 は55ASR.半 二 重 方 式 、 共 同 専 用 回 線 用 、

◎ 皿型 … … ろ2ASR、 半 二 重 方 式 、 テ レ ック ス ・ネ ッ トワー ク用.

-54-一
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▽ 将来の計画

① ニ ュ ー ジ ヤ7シ ∫r州 マ ウ ア ー にINFO--C .OMの コ ン ト ロ・⊂ ル ・セ ン

ン タ 一 難 る ・
,,一/,・ .ゾ:

② 別 会 社 を 作 っ て い デ ー タ バ ン ク の 情 報 検 索 プ 三 ビ ス を 行 な う予 定 。

▲

、 ノ
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::.1;t.-tt・ デ ァ ビ3・ コ ン ビ=一 夕.シ ス テ ム ズ9_'

(DavisC6mput'er・Systems,Inc .),

▽ 所 在 地:280"Pa?kAvenue,NewYork,N.Y .10017

▽ 面 接 者:Mr.R.S.Davis,Mr.W.S .RamanO.・ ・.li、

▽ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ の 特 殊 な 方 法

ア メ リ カ に 於 て も ・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ の 民 間 会 社 は 数 多 い が
、 そ の う ち

大 半 は 消 え て し ま っ て い る 。 残 っ て い る も の も科 学 技 術 計 算 のTSSが ほ と

ん ど で 、 事 務 用 計 算 のTSEを 実 施 し て い る も の は 極 め て 少 な い 。

ま たTSS会 社 が 自 か ら 大 き な コ ン ビ=一 ータ を 持 ち 、 直blユ ーー ザ ー と つ な

が っ て サ ー ビ ス し て い る も の は 危 険 が 大 き い 。

中 小 の コ ン サ ル タ ン ト会 社,ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 、 計 算 セ ン タ ー な ど が い く

つ か 集 ま っ て 共 同 で 大 型 コ ン ビ=一 ・タ を も つTSS会 社 と契 約 し
、 成 功 し て

い る 異 色 の 例 が あ る 。 デ ー ビ ス ・ コ ン ビ ュ ー.タ ・ シ ス テ ム ズ(従 業 員70人

の 中 小 コ ン サ ル タ ン ト会 社)が そ の ひ と つ で あ る 。

そ の 方 法 は 、 つ ぎ の と お り。

①PDP--10と い う コ ン ビ ュ ー一)3台 を も っDEC(デ ィ ジ タ ル.エ ク

イ プ メ ン ト・コポ レー シ ョン ー ピ ッ ツバ ー グ)と 契 約 、 ニー ヨー ク(デ ー

ビ ス)と ピ ッツ バー グ(DEC)を 専 用 線 で結 ぶ 。

② ユ ー ザー とデ ー ビス社 は 電話 回 線 で結 ば れ ユ ー ザ ー の ター ミナル か ら送

られ た デー タは 、 まず デ ー ビス社 のSIGMA-7で 計算 され るカ§、

SIGMA-7の 容量 を こえ た と きは 多 重 自動 交換 装 置 でDECに 送 られ
、

PDP10処 理 され て 送 り返 され て くる。

③ ユ ー ザ ーは デー ビス社 と契 約 して料金 を払 え ば よい 。 デ ー ビス社 は!∫

DECに 使 用 料 金(1秒10セ ン ト程 度)と 専 用 回線 料 を支 払 う。

④DECで 使 うTSSの ソフ トウ ェ アは 、総 て デ ー ビス社 が供 給 してい る。

∫・rr36-・ ・
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⑥ ユ ー ザー の た め に、 ム ダ の ないTSSの シス テ ム と ソフ トウェ アを 作 る。

現在 のTSSは 効 率 が悪 く、 ム ダが あ る。

▽ デー ビス社 の兼 営 業 務

① 計 算 受託 業務 ……IBM560/30使 用 、 ニュ ー ジ ャ ー ジー州 ユ ニ

オ ン市 で も行 って い る。

② 科 学 技 術 計算 のTSS…SIGMA-7使 用(ユ ー ザ 三数40s秋 に は

120に す る 計 画)

③ コ ン サ ル タ ン ト… … 化 学 プ ラ ン トの プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル の 設 計 が 中

心 。

④ ソ フ ト ウ ェ ア §〔溌

●

▽ 中小 コンサ ル タ ン ト会社 の生 き方

① 自分 で コ ン ピ ュー タを 持 た ず 、 ソ フ トウェ ア だ け を提 供 して 、 コン ピ ュ

ー タは 他 社 の もの を 使 う方 法
。

② 一 会 社 が 多 くの ス タ ッ フを もつ のは ムダで あ る。 要 員 の確 保 は難 し く、

コン ピュ ー タ の費 用 は ます ます 高 くな る。 業 務 は い よい よ複雑 化 す る。 従

って 会社 には 、 コン サ ル タン トに委託 発 注す る と き に 「何 を発 注す るか 、

一57一



何 が ポ イン トか 」 を決 め る人 要員 が おれ ば よい 。

③ プ ロ グ ラムの 良 し悪 しは 、業 務 の効率 を 左 右 す る。 また シ ス テ ムを最 初

に発 注 す る と きの予 想価 格 と、完 成 した ときの価格 が 大 き く違 うの が普 通

で あ る。 ソ フ トウ ェアの 価格 は決 め に くい もの で あ る。

④ ユー ザ ーの利 益 にな る 「バ ランス の とれ た シス テ ム とソ フ トウ ェア」 が

必 要 であ る。 例 えば 早 く返 答 す る必 要 の ない もの まで 早 く計 算 して高 い 料

金 を払 うのは ム ダで あ る。

⑤ 中 小商 店 の在 庫 管 理 の 場合 、1日50～100放 てい どの フ ァイ ル ・メ

イγ テサγZ・スーが移 ㌧ぷので 、 リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 よ りもテ レ タイ プ

のTSS処 理 の 方 が 有 利 で あ る 。 リ ー モ ー ト ・バ ッ ヂ で は カ ー ド リ ー ダ ー

が必 要 にな る が 、数 の少 な い カー ドを読 む ため に カ ー ドリー ダ ーを備 え る

よ り.テ レ タ イ プで ゆ っ く り打 って もTSSの 方 が よい 。

資 料

1、DCS/XDSSIGMA-7

2)Profitsfromcomputingexpeience.

5)DavisCompntingSystems,Inc.
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賃

緬

コン チネ ン タル航 空会社

(C。nti。,n.t・1Ai・L'i・ ・)

▽ 座 席 予 約 シ ス テ ム

(1)1秒2.5メ ッ セ ー ジ

(2)綱 利 用 者1・'00万 入'L"

(3)'ラ イ ン 速 度 … …2400ボ ー 。

(4)1人 売 り の コ ス ト … …45セ ン ト

(5)旅 客 名 簿 … …2日 後 磁 気 テ ー プ ペ90日 保 管'・

▽ 回 線 速 度 に つい て"

(blf,'4800ボ 一-vaし た い が 、モ デ ムの信 頼 度 が 不 足で あ る 。s

(2ヅ 経 済性 の面 か ら、 そ こ せ 改 良す る必 要 があ るか疑 問 で あ る・

、
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ク レ ジ ッ ト ・ デ ー タ 社

,(C「edit
,P.ata.C・rp.)

▽ 所 在 地1761WestK・t・11・A…u・,A・ ・h
.eim,

Calif.90804
ド

ロギ ジ

ア メ リカ の消 費 者信 用 が発 展 してい るカ ゲに は
、 コ ン ピ ュー タの情 報 検索

機 能 を活 肌 てい る信用 調 査 機 関 の発 達 力泊 る .ク レジ 。 ト.デ_タ 社 は そ

の代表 的 な例 で あ る。

▽CDCシ ス テ ム の構 成

CDCシ ス テ ム の 大 き な 構 成 要 素 は 、 電 話 通 信 網 、 高 速 書 類

コ ン ベ ア 及 び コ ン ビ=一 夕 に よ る 情 報 検 ・索(IR、 シス テムで あ る
。

'ン ピa－ 夕 は 現 顧BM560/50(500ナ イ セ カ ン ド
、512Kバ

イ ト)2セ2
.ト1台 ・1馴2514デ ・ ス4鎚(5マ イ ク ・ セ カ ン ド 、

235.4メ ガバ イ ト)6台 、IBM2260CRTデ ィス プレ イ200台 そ

の他 プ リン ター 、 カー ド・ リー ダ ー 、磁 気 テ ー プ装 置 があ る。

南部 カ リフ ォ ニア の 大都 市 の個 人 に関 す る信 用情 報 は 中央 の コン ピ ュー タ

に記 憶 され 、 シス テ ム 加入 契 約 者 は どん な人 の信 用 情 報 で も、電 話 で90秒

以 内 に入 手 で き る よ うに な ってい る。

電 話 サ ー ビス ほ どの ス ピー ドを 必要 と しない 契 約 者 には 夜 間作 業 で レポ ー

・ト書類 を作 成 し
、翌 朝発 送 す る 。現在1日 約10万 人 の問 い 合 わ せ が あ る。

締

▽ 情 報提 供 の プロ セ ス

情 報 請 求 の電話 はCDCセ ン ターva送 られ る.交 換 機 が 適 切な手 空 きのオ

ペレー ターを選 ん でそ の電 話 を つ な ぐ
。

CDCオ ペ レー ター(女 性 キ イパ ン チ ャー)は 書 類 コ ンベア の両 側 に並 ん

だCRTつ きキ ー ボー ドの前 に座 ってい て 、'加入 契約 者 か ら の情 報 請 求 電話

を受 け る。 ζれ は 直 接 コン ピ ュー タ につ な が つ てい る。

オ ペ レー ター は 加 入 者 の話 す索 引事 項 を キー ボ ン ト・で コ ン ピ ュ_タ.に

一・4
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送 る 。 】 ・ ド..:t.t..",,"'.c

コ ン ピ ュ ー タ は 力Lド 上 の 索 引 事 項 を 読 取 っ て 磁 気 デ ィ ス ク ・ フ ァ イ ル

'(レ コ ー ド状 の 磁 気 円 盤 を 組 合 わ せ て 作 っ た 大 容 量 の 記 憶 装 置 、:止に 記 録 さ

れ て い る事 項 と つ き'合 わ せ を す る 。 合 致 し た フ ァ イ ル.デ ー タ の 内 容 を プ リ

ン トして再 び'ン ベ アで オ ペ レー ター の も とに送 り返 して くる・ オペ ー ‥

ターは そ れを 電 話 で読 みあ げ て 依頼 者 回 答す る。契 約 者数 は約2500、 そ

の申 には バ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ も入 って い る。

▽ 情 報 フ ブ イル の 内容

問 合 せ 加入 者 が提 示 す る索 引 事項 は信 用 利 用 者 の 名前 、配 偶 者名 、住 所 、

職 業 そ れ に 、 も しわか れ ば 社 会 保険 番 号 であ る。

情 報 索 引 のた め に名前 や 住所 を使 うのは 非 能 率 で あ るが 、名 前 と住 所 は 、

ど の信用 供 与 業 者 の記 録 に も必 ず識 っ てい る唯 一 の共通 索 引事 項 で あ る。 そ

こで 、 不本 意 な が ら、CDCの 索 引 プ ロ グ ラ ムで は 、 フ ァ イルを サ ー チす る

要 因 と して住 所 、氏 名 を使 ってい る。

記 録 内容 は 以 上 の索 引 事 項 の他 に各取 引 の業 種 、契 約 者 コー ド、取 引 の タ

イ プ、取 引 額 、利 率 、返 済 状 況 、最終 返 済 月 日で あ り、 これ か らプ リン トさ れ

れ て 出て 来・る。

この ようLな情 報 を 記録 してお くた め に2台 の磁 気 デ ィス クを使 っ てい る。

そ の 記 憶容 量 は14億6千8百 万 字 で あ り、 約1千5百 万 人 分 の信 用 歴 を 記

録 で ぎ る。

▽ 情 報 フ ァ イル の作 成 過程"

情 報 は二 つ の ソー ス か ら℃DCの 中央 フ ディル に記憶 され て い る信用 デ ー

タは 主 と して 、 サ ー ビ ス地 域 の シ ス テ ム加入 者 の取 引 記録 フ ァイル か ら得 ら

れ る。1

また裁判所 な どの公式記 録 か らも、信 用 に関連のあ るデ]タ が追 加されて
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い る。

南 カ リ7.オ ル ニ ア にお け る シス テ ムが稼 動 す る前 にCDCチ ーム は5,000

.以上 ¢契約 会 や 支 店 の7プ φ ル か ら数 百 万件 に の ぼ る消費 者信用 歴 記 録 を 収

集 した。 そ の シス テ.ムの営 業 を 開 始 して以 降 も、契 約 者 の記 録 か らさ らに数

.百 万 の デー タを集 め て、 中央 フ ァ イル に記憶 させ て きた。

消費 者信 用歴 記 録 が帳 簿 あ るい は元 帳 カー ドに記録 され て い る場合 は マ イ

ク ロ フイル ムに撮 り.必 要 な情 報 を マ イ ク ロ フ,イル ム ・'リ.一ダー か らキ イパ

ンチ して コ ン ピュー ター に記 憶 させ てい る。

も し、・加入契 約 者 自身機 械 化 して 、 デ ー タが磁 気 テ ー プに入 れ られ てい る ・

場合 は 二磁 気 テー プか ら必 要 な デ ー タを 抽 出 レ て・ 中央 フ ァ イル に読 込 む 為

の特別のプ・グ・ム醐 撤 いる・ ㌘

D
,

`パ
・

▽ デー初 ア ・ズ ヴ ー トll'

一麟 縮 がそのサービ培 利用 し始め ると鴻 噛 しく発生 した信用取

引経 過 の報 告 が義 務 づけ られ て い る。

契 約 者が信 用供 与 にあ た っ て情 報 が必 要 な と き、 この フ ァ イル に問 合 せ が

出 され る。 こ の間 合 せは 、 後 日 、契 約 者 がCDCに そ の信 用 供 与 が認 め られ

た か 、不 採 用 だ っ た かを 通知 した 時 、適 当 な デ ー タ と置 き換 え られ る.

同 じよ うに新 しい 公 式 記 録 情 報 が 日 々に フ ァイル に追 加 され て .いる。.

,公 式」置銭情報 には破産宣 者、抵 当権 の設 置、特 許、免税 、信託行為 の不履

行 の公 告 の よ うな もの が含 まれ て い て、 それ が法廷 に提 出 され た翌 日 には 中

央 フ ァイル に入 れ られ る。

こ の よ うに して ・ 中央 フ ァイル は 常 に ア ップデ7㌧ され て㌔'
.るC現 在 ・ カ

ー ドは20億& ・ クセ ・ トの磁 気 デ ィスク に納 めら 願 い .る三ピ .

資料

1)R…1・ti…y…c・pt・i・credit巳epo中 日9
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2)各 種 サ ー ビス の概 要

▽ シ ス テ ム.

ρ

●'

サ ン フ ラ ン シ ス コ
コ

＼(48タ ーミナル)900篇9

＼//
＼
＼

ノニ
ア ナ ハ イ ム

)42

ノ

(

・

レ

O

/ .シ カ ゴ'.

(48)

ニ ュ ー ヨ ー ク

三二 ー 　 一一一一7-0

2000ト ・ノレ/月

デ ト ロ イ ト

∩

＼

パ ッ フ ア ロ ー

P

/
/ ○ シ ラ キ ゴー ス

ニ ユ ー ヨ ー ク

● ・

》
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連 邦 通 信 委 員 会

(FederalCommunicat,ionCommittee)

▽ 所 在 地:1919MSt.,N.W.washingt.onD .C.

▽ 面 接 者:Mr.K.Griffith

▽ 公 共 事 業 と 自 由 競 争

(1)情 報 産 業 け 、 将 来 性 の あ る 若 い 成 長 産 業 で あ る か ら 、 現 段 階 で は 自 由 に

、瞬 さ せ る ・ デ ー タ ・ プ ・ セ シ ン グ ・ イ ン ダ ス ト リ ー が 強 大 と な っ て 、

ATTと 対 抗 で き るほ どに な った と きには規 制 を 考 え れ ば よい 。

(2)電 話 会 社 は 通 信 以 外 に,デ ー タ処理 事 業 を行 な うべ きで は ない 。

ATT自 身 がそ れ を声 明 して い る。

(3)自 由 競争 が公 衆 の通 信 に悪 い影 響を与 え る場合 は 、 初 め て規 制 を す る。

?

▽FCCの 権 限

(1)通 信(情 報 を あ る場所 か ら他 の場 所へ 伝 え る メッセ ー ジ.ス イ ッチ ン グ)

が規 制 の対 象 に な る。

コ ン ピ ュ_タ に ょ る情 報 処 理 ほ:ノ ↓主輪ジ.ス イ ッチ ン グ とデ 」ラ'.プ

ロセ シ ン グ の両 方 が で き る が 、 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ に重点 が あ る場

合 に の み規 制 の対 象 に な る。

(2)FCCに は 電話 会 社 の経 理状 態 を調 査 す る権 利 が あ る。 電話 会 社 が損 を

す る と(そ ん な こ とは あ り得 な い が 、一般 公 衆 の税 金 が 損 を す るこ とにな

る。 現在 電 信業 務 の利 益 が 低下 してい るが 、FCCは 勧 告 を 出す権 利 が あ

る。

(3)ラ ジ オ、 テ レ ビの 認 可 を す る権 限 が あ る。

(4)電 話 会社 のサ ー ビ ス、 料金 につい て決 定 す る。

(5)CA-TVに つ い てはtaskforceを 結 成 して検 討 中 で あ る。
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●

▽ 規 制 を変 更 す る場合 の手 続 き
.

(1)新 し槻 制 の 目的 醗 表 す る・
t,・

(2)一 般 か らの意見 の提 出 を求 め る。

{ロゾ 第3者 の検 討 を必 要 とす る とき た
は 、'外部 に調査 を依 頼 し報 告 を求 め る。

(4)つ い で 謹 会 に 、提 出、 承 認 を うけ る。2～5年 を 要 す る。

●

▽ 端 末i機 の接 続 に つい て

(1)現 在 は 、公衆 通 信 に影 響 を与 え な い限 り、何 を 接続 して も自 由で あ る。

(2)し か し、電 話 会社 が 、① 公 衆 の た め に新 しい基 準 を考 え て ② 回 線 の 晶

質 を 向上 した 結 果 、例 え ば デー タ ・セ ッ トや デー タ ホン が接 続 で きな くな

っ た ときで も 、FCCは 何 ら責 任 を もたない し、電話 会 社 に も責 任 は な い 。

そ の条 件 は 端末 機 の接 続 契 約 の 中 に 明記 され て い る。

(FCCは 、本 年4月 新 しい 裁 定 を 発表 し、

① デ ー タ ・プ ロセ シ ン グは通 信 とは 全 く別 の問 題 で あ っ て、従 ってFCC

の規 制 の対 象 には な ら ない 。

② 電話 会 社 は デ ー タ ・プ ロセ シ ン グを兼 営 で き ない 。(完 全 に別 会社 で あ

れ ば よい 、と決 定 した 。 この裁 定 は5月15日 か ら発 効 す る .eと に な っ て

い る)

魯

資 料

1)U・e・fth・C・rterf・r・'bD・vicei。M。ssag。

TollTelephoneService.

2)ATTeForeignAttachmellteTariffRevisions

inATTTtir'iff'F.C.C.Nos.265,260,259

'3)
二=L-一 ・ジ ャ ー ジ ー 地 方 裁 判 所 判 決
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国 立 医 療 情 報 セ ン タ ー

(NationalCenterofBio・ ・medicalCommunica-

tion)MedicalLibraly

▽ 聴 地 ・、β ・・1輌g・8・N・HC・m・ …86・i・IIR・ ・'k・ill

Pike,Bethesda, .Maryland.

▽ 面 接 者:Mr.M.Z.Thornton・

▽ 目 的 ・・1

(1)医 療 情報 ネ ッ トワー ク の設 計 と開 発(国 内全 域 にわ た る)

(2)医 療 情 報 ネ ッ トワー ク の ア ブ リケ ー シ ・ン の拡 大 と技 術 の 開 発'

、(196、8年 ・ ・fl・c・絵 の 醜 を う け 発 足 した ・/"

▽ 組織
バ 、t: t、6、

(1) 所長

「 ←一 一一㎜ 丁 一

研 究 機発 オ ペ レー ト

－L_
企 画 ・管 理 ユー ザ ー ・サ ー ビス

、.・い:1

(2)委 員 会 .・11・t

(イ)研 究開発 顧 問 グルー プ

(ロ)医 療 教育 サ ー ビス 委 員 会

内 医 療 セ ン ター協 会(A・ ・A:M℃).主 催 の会合

←)国 立 図 書館 員 問題 別 委 員会(5委 員 会 、

τ τ]

調 査 ・連 続

、医 者 グル ー プの

意 見 を ま とめ 、

フ:イー ト◆・バ ッ

ク

▽ 将 来 計 画 、、 、 一,一,_

(1)全 国 を11の 地 域 に わ け ・.そ れ ぞ れ に 医 療 情 報 セ ン タ ー をSs.…き ・?ダ イ ヤ

ル ・ア ク セ ス で き る シ ス テ ム を 作 る 。 医 療 用 の 音 声 チ ャ ン ネ ル 網 をVHF

や 通 信 衛 星 を 使 っ て 作 り あ げ る こ と も 計 画 し て い る 。

t-一 ・-46-'・
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砲

(2)医 学 論 文 の イ ンデ ック スを 作 成 、 プ リン トして サ ー ビスす る。 トップ

100の 医学 雑 誌 か らs「15'万 篇 の論 文 を 記録 じてい る。

(3)視 聴 覚 教 材 を 利 用 した地 方 医師 の教 育 、啓 蒙

(4)全 国7000の 病 院 の 大 きさ 、設 備 、 医 師名 、利 用 率 左 ど 一

(5)医 療 図書 館 との連 続

(6)コ ン ピ ューータを使 っ た カルテ の整理 、計 算業 務1

(7)毒 物 情 報 シス テ ム

(8)毒 物 コ ン トロー ル ・セ ン ター)i,,11

⑨ 情 報 分析 セ ン ター

0Φ 医 大 の在 校 生 、卒 業 生 、 医師 の再 教 育

禽

一4ヲ ー'



・ 英 ・ 技 術 者

(Min .istryofTechnρ10gy)

▽ 所 在 地:D・anB・ ・di・yH・use,H・r・eferryR・ad,

LondonS.W.1

▽ 面 接 者:Mr.D.W.Da'iis,Dr .F.E.Taylor(NCC)

Dr.G.J.Dickens,Mr
.J.A.H.Broughton.

▽ デ ー タ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 想

(1)5年 前 か ら デ ー タ 通 信 の 集 中 化 を 図 る 計 画 を 進 め て い る 。 デ ー タ通 信

の ネ ッ トワ ー ク}㌔ ど ん な 形 を と る べ き か を 詳 細 に 検 討 、 現 在 の 電 話 網 の

別 に デ ー タ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る 方 が 経 済 的 で は な い か と 考 え て い る 。

(2)し か し 、 技 術 省 は コ ン ビ ュ ー一 夕 産 業 の 振 興 と 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー

の 育 成 を 担 当 し て い る の で あ っ て 、 実 際 の オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・ ネ ッ ト ワ ー

ク に つ い て は 郵 政 省(情 報 公 社)が 担 当 し て い る の で 、 技 術 者 の 考 え が そ

の ま ま 実 現 す る こ と は 限 ら な い 。 し た が っ て 上 記 の 計 画 も 、 一 応 考 え 方 は

別 個 の ネ ッ ト ワ ー ク が よ い と 思 う が 、 現 在 の ネ ッ ト ワ ー ク も 、 使 え る も

の は 使 っ て 行 く 。

▽ 電話 回 線 を通 ず るデ ー タ通 信 の 問題 点

(1)ノ イ ズそ の他 一 般 公 衆 電 話 に影 響 を 与 え て は い け な い の で 、指 定 のモ デ

ムを つ け る よ う、 ユ ー ザ ーを 規 制 してい る。

(2)タ イム シェアリング のサ ー ビ ス がふ え て行 く傾 向 が あ る。(GEの コ ン ビ

=・一ータ ・セ ン ター に は100の 加 入 者 が集 中 して い る)交 換 局 の回線 の ト

ラ フィ ックが急 増 して い るの で 、 設 計 を変 え てい く必 要 が あ る。

(3)タ イ ム シ ェア リン グ用 の回 線 は 、次 第 に高 速 な ものを 要求 す る傾 向 が あ

る.

(4)電 話 に よる デ ー タ通 信 は 、 イ ン プ ッ トが 短 か く、 ア ウ トプ ッ トの メ ッセ

ー ジ が長 い。 端 末 機 も テ レ タ イ プ、CRT、 キー ボ ー ドとい ろい ろの種 類

一一48-・・
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'⊆ ・

へ

が あ る・ 従 って 回線 砺 ピー ・ぱ ど ・新 い ・ネ ・ トワー クを考 え る必 要 が

あ る 。
}tl.

'㌧;

▽ 将 来 計 画 … …(既 出) イ・1∵『'1
.:

ri

資 料

1)Nationa1

.映ys.ica,1Labo、 「ato「y・

2)Adig'it'・1 ..・ ・mm・ ・,i・ati・nn・ ・tw・rkf・rC・m-∫、
putersgivingrapidreSPonseLatrerr・ote

terminals.

5、Theprinciplesofadatacommunication

nrtwo「kfo「con
.puteいand・ 「emoteper`phe-

'

rals.

4、The・ant「 .・1f .un・t、 藪ρ ・ ・inalocaldata

network ●
5、Transmissioncon.tralinaIocaldatanet-

work. ・i1
《

6)Thedesignofamessageswi ,t.chingcen'ter

foradigitalcomrn.unication .n .,,e・twor.k.

::・ 畳't':'/1・:"1・ti・

合
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英 ・情 報 公 社(GPO)

情 報 処 理 サ ー ビ ス

〈NationalDataProcessingService)

▽ 所 在 地:Doc・ ・H・u・e・62-82C・mmerri・1 .R・ad'

1.ondon,EIINR.

▽ 面 接 者:Mr.GeoffreyFrosell.

Mr.D.Wr
lay戸 、M、r.P.T.F.1～ellley.:]si

三.、Mr.R.,D.Brigh,t:ti.Mr.A.E.T.Foste、r.,.

.Mr.G.AIlery 、.Mr.R.B..Tridge11. 、T、1

▽ 情 報 産 業 の 発 展 予 想 、 ・
、

(1)196β 年{]・ ,NIPのt.2%、(4億 ボ ン 川 ・、.、

1975年 〃5.IO%
,

1980年"4・0%(21億 ポ ン ド と 推 定)

(2),八 一 ド ウ ー アt,、

1968年 金 工 業 設 備 投 資 の4.8%

197 .5.年 、 .〃1to%

▽ 情 報 公 社 の 業 務 一 .、.『 、{,,

(1)郵 便 業 務 ,,、 、,,

(2)通 信 業 務

(3)現 金 輸 送(GIRO)一 ・・郵 便 為 替 交 換

(4)情 報 処 理(1967年PostOfficeDataProcessing

Actに よ り公 社 の コ ン ピ ュ ー タ ・ タ イ ム を 販 売 す る こ と を 許 し た)

▽NDPSの 業 務

(1)マ ー ケ テ ィン グ

(2)中 小 企 業 対 象 のデ ー タ通 信 サ ー ビス 。

-5P－
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・

巳

b

(3)LACES(ロ ン ドン空 港 貨物 シス テ ム)…r・ ・プ ロ ジ ェ ク ト設 計 、 プ ロ

グ ラ ミン グ、実 施 担 当 。使 用 機 種ICL、IBM560/65。

(4)TSB(北 西 イ ン グ ラン ド銀 行 オ ン ラ イン ・シ ス テ ム …… 計 画 中)… …

170支 店 、200タ ー ミナル を結 ん で 、,200万 の勘 定 を 処 理 。

(5).郵 政 省 の鮒 管 理 電話 請 求 書 の作 成 滝 緬 の改 訂:纏 車 の 管 理

(500台 の集 配)GIROの オペtZ-一 シ ・ン( .1週 間400万 件 、郵 政

省 の 給与 計算 事 務 。

(6)タ.イ ム シ ェ ア リン グ も、検 討 中 で あ るが 、未 だ リス ク が大 きい ので 将 来 の

問 題 と して い る。

▽ 外 資 問題

(1)外 国 の コン ピ ュ ー タ会社 が英 国 内 で どん な仕 事 を して も 自由 で あ る 。

(2)民 間企 業 が 外 国 の コン ピ ュー タを使 お うと国産機 を使 お う と 自由 で あ る

が 、情 報 公 社 と しては ユ ー ザー に対 し国 産 機 愛 用 を 訴 え るだ け で あ る。

▽NDPSと 民 間 デ ー タ通 信 会 社 との 関係 … …(既 出)

⑱

▽ 情 報 公社 のデ ー タ通 信 に対 す る役 割

(1)プ リン シ プル の研 究

(イ)高 速 デ ー タ通 信

(ロ)高 速 デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク

を寸 デ ィジ タル ・ラジ オ ・シ ス テ ム

(2)開 発

モ デ ム 、 ラ イン ・コ ンデ ィ シ ョンな どにつ い て モ デ ル の生産 、 デ ー タ の

収集

(3)電 話 ネ ッ5ワ ー ク の 提供

一51一



(4)モ デ ム の 生 産 、 提 供 … …48・Kビ ・ッ ト ま で 各 種

資 ・ 料

1)Datelservice .s.(100～2400)'

tt;:; .2)The・NationalData・ ・IProcessingSerViceof

P:・α,S.tOffice.・:一 ・ ・

3)Computershavemystique・ .:

4)AnintroductiontotheCoullterMachine ●

5)Th・nati・n-wi'd…mm・r,i。1d。t。P。 。,ess--

ingserviceofferedbytheGPO .

●

∨

虻

●

・・
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●

∀

、IRIA

(lnstitutdelaReserchele

etAutomatique)

▽ 所 在 地:DomainedeVolucean

▽ 面 接 者:LeProffeseurMichel

M.JeanGunther.

▽ 研 究 目 標

(1)numericalinformation

(2)automation

(3)modelofmacroeconomy

(4)hardwareandsoftware

Informatique

78-ROCQENCOURT

Laudet ■

に 関 して、各 国 か ら有 能 な研 究 者 を フル ・タ イ ムまたは パ ー ト ・タ イ ムで プ

ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ムを 結 成 、 研 究施 設 を与 え て 、調査 研 究を行 ない 、 ア イデ

アを 企 画 し勧 告 す る。(通 信 に対 す る研 究 は郵 政 省 に まか せ る)

▽ コ ン ピ ュー タ開発 の考 え 方

(1)大 型 コ ン ピ ュー タの発 達 に は 限度 があ る と考 え る(5～6年 で速 度 は2

倍 が 限 界)大 量 記憶 装 置 そ の他 の進 歩 は 予 想 で き るが コ ン ピ ュー タそ の も

のの技 術 的 進 歩 には限 度 が あ る。

(2)中 型 コン ピ ュ一一タtz多 数 使 用 してvオ ー ガ ナ イズ した 方 が 有 効 で あ る と

考 え てい る。(TSSの 場 合 で も大 型 が よい とは 思 わ な い)

(3)ソ フ トウェ'7の'ハ ー ド化 を 研 究 して い る が ソフ トウ ェ ア 自体 ま だ特 殊 な

もの が多 い の で 極 め て困 難 で あ る。

(4)ネ ッ トワー ク も、言 語 、 互 換 性 、信 頼性 の問 題 で 極 め て 困難 な 点 が あ る。

しか し必要 性は 十 分認 め られ る の で 、 目下 リア ル タ イムに適 当 な ものを 検

討 中で あ る。
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▽ 高級専門者の養成対策

三 ∫

ノ＼
'ろ00人

2年
ll

rf♪ 学 部 ・

500人 1年
. ・ri

¶ 三じ

爪

(10カ 所)150人 2年

バ カ ロ レ ア

(10ヵ 所)150人 1年
)

/

(1)大 学 教 育,

ω バカ ・レア(大 学 入学資格)取 得後 ・年 間で プ・グ ・ム輔(悟

150人10ヵ 所)

(。)'学 部,.i-
tl

第1学 年 … … …共 通 科 目

第2学 年 … … …1学 期 に専 門科 目に 分 れ る

川 数学(C、)

(ll)ハ ー ドウェア 、 ソ フ トウ ェ ア概 論(C2)

第3学 年 … … …㈹ 選 択 科 目

ソ フ ト ウ ェ ア

}(C、)

C,ハ ー ド ウ ェ ア

t,c2ア プ リ ケ ー ㌔ ン …'管 型 ぐ・`)

一一一54一

●

柵

q,



呑

,

∀

`

第'4学 年 … …㈹ 専 門.

CIC2...

Ca

C、C4

/＼ ＼ 伍 α ご ば ∵'"

㎡C
、C・C・ 一

資 料.・ ・.・ 、・.「9
.

1)BulletindeL`IRIA(Numerospecia1 .1969)

2)Bulle七indeLlIRIA(Numero1970)

5)Lessystemesinfor・ma、tiq.ueS..de...tes,.、gr.qnd・e

pulssance.

4)Jourueesintbrnationalesd'informat'i(lue

medicale

5、]Lesbanques'dedonnees

6)Seminares1970

7)E・ ・1・d'i・f・
.・m・tiq・ ・d・.L`IRIA

8)Contenudetailledes・e「nsei.gnement』sdonnes

parlecepiaen1970

9 .)lnt・ ρdu・ti・n・1・t・1・-inf・rm・ti.que・

、

「
55一

、



▽ モ デ ムに つい て … …(既 出)

フ ラ ン ス 郵 政 省

▽ 現 在 の デー タ通 信 シス テ ム

(1)銀 行 シス テ ム

(2)エ ー ル ・フ ランス

(3)原 子 力委 員 会

(4)い くつ か の生 産工 場

(5)大 学

▽ エー ル ・フ ランス の ネ ッ トワー ク

ボ

ノレ

ド ・
,,'/

1/

国 内 ネ ッ ト

ワ ー ク

ノく

カ

イ

ロ

ラ

ノ

一56一
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偏

▽ ユ ー ザ ー に対 す る規 制

(1)通 信 回 線 …… 公 共 を 対 象 に した ものは郵 政 省 が独 占 し、そ れ と同 じ形 の

も のを他 の もの が行 な うこ とは許 され な い が 、 あ る限 られ範 囲 な ら認 め ら

れ る.そ の基 準 は ケー ス.パ.4..'ケ ー スで あ る.'(例 えばSITA二 全 航

空 会社 を結 ぶ テ レ ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー クを もち 、 デー タ通

徹 メ ・セ ー ジ交 換 を 行 っ て い る):・,

(2)モ デ ムに つ い て … …(既 出)

(3)公 衆 の通 信 に影 響 が あ るか否 か 、 ユ 一口ザ ーの 計 画 を聞 い て郵 政 省は 意見

を 言 うだ け で あ る.両 者 の 意見 が分 れ た ときは 、 テス トを行 な い 、影 響 が

なけ れ ば 許 可 す る。

▽ 将来計画……(既 出)
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▽ 英 国 内 の オ ン ・ライン情 報 処 理 企 業

会 社 名 使用機種 治 テムの形式 端末機の種類

1・∵G・E・1・S・
,Ltd・r

GE235十 リ.モ ー ト ・バ ツ テ レ タ イ プ

DATANET50 チ

(5systems、
イ

2.TimeSharingLtd., PDP7-8-9
、

タイム シェ ア リ 同 上

,プ グ

3.1.T.T.Data・S(e・rvices IBM560 尭}ト.バ ッ テレタ イプ

Limited. ゼ チ 、≡

4.恥inistryofTechno1一 PagedICL 周 く上 テ レ タ イプ.

ogy, AtlasII グラフ ィ ック

5.Computer-AidedDes一 Univacllo8 同 上 テ レタ イプ

ignGroup, (近 くタ イム ・

シ ェア リン グに

き りか え 、

6:InternationalCompu一 ICL1905F TTY

tingServicesLtd.,

揚

ZUniversityComputing Univac1108 RJE TTY,

Company, CR/1・P

'

'

8.CentreFileLimited, IBMろ60 RJE TTY

'

、

一一5?一
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●

も

匂

会 ・'、 社 名'
.

使 用 機 種 システムの形 式 ・端末機の種 類

(Rβmot.e・ ・job・entry rr

ζ

「 ・'

r.真

』.

ε

◆

.

91ntincO, 2XUnivac TTY

DivisionofInter一 418

nationalDat;a
L■. 1「

HighwaysLimited,

10.SystemShare, GE425十

:'

TTY

Edinburgh. DATANET

(Maybe.contacted・ 5161
砲

viaBrucePeebes .

Ltd、 ■

1・1.HoneywellLtd., DDP416D TS TTY.via

ComputerControl 2XDDP acOUstic

Division, '516 coupleron
◆

occaslon

」:1'

12.S.1.A.Limited` CDC6600十
F

CDC2'10 CR/・LP十

satellites デ ィス ク プ レ イ

(CDC210)

15.Scientific.Control『 ・IUniv .ac1・108 リモ ー ,ト'、・バ ッ CR/L'P

SystemsLtd., ' チ
'

一5ウ ・一ゴ



"会 社 名 使 用 機 種 ・1シスデムの形 式 端末機の種類

14.IBM,WigmoreSt., 560/6'5十 リ モ ■ ト.パ ツ 1150衛 星 コ ン

ASPsystem. 560/50 チ ピ ュ一 夕2780:
'

15.CybernetiesRes. Sigma5 タ イム シェ ア リ CR/LP,

ConsultantsLtd., ン グ テ レタ イ プ

リモ ー ト ・バ ツ
=〆 ・

チ

16W.S.Atkins&Par一 Sigma5 同 ,上, 遠隔 プ『ツタ

tner8・

171BM. 360/XX タ イム シ ェア リ テ レ タ イプ

ン グ '

18.ComputicketLtd., 560/50 同 上 デ ィス プ レ イ ・

キ ーボ ー ド

19SeatReservation
〆'「

CDC1700 同 上 テレ姻 プ
、

Systems.
、11

20、Smith&NephewLtd. GE615 ダ イム シェア リ

'

テレタイプなど

(SANACO、. ング

リモ ー ト ・バ ツ

チ
'i㌔r` ;:

●

▼

1企 業 内 の専 用 シ ス テ ム

21.S.R.C.,Chilton. ATLAS1
{

リモ ー ト ・バ ッ テレ タ イ プ

Sigma .2
チ

]

22誼fw6111MA IBM560ン65 ? 同 上
㌧ ・:`∵ ぺい い 一、

・,「 ∵ パ

CONPA℃

4060

25A1δ 。:fぬ 、t。nM.A.』

System

IBM560/40十

DDP516

z

=リモ
ー ト ・パ ッ

チ く

1
,

テレタイプ
ノt

.㎡
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a

会 社 名 使 用機 種 システムの形式 端末機の種類

24.FordMotorCo. GE615 RJE/TS テレタイプなど

リモ ー ト ・バ ッ

チ

タ イ ム ・シ ェ ア リ

ング

25.B.E.A. 2XUNIVAC 同 上

494

26.B.O.A.C. 5×560/65十 同 上 デスプレイ

ARGUSES

2ZC.E.G.B. 2×360/75 リモ ー ト ・パ ッ

チ

11501s

28.1.C.1. 560/65 同 上 1150

29Universityof 560/67 リモ ー ト ・バ ツ 1150/ゲ レ タ

Newcastle/Durham チ ・タ イ ム シ ェ イブ

ア リン グ

50.C.S.S.Inc. 560/67 タイ ム シェ ア リ テ レタ イ プ

(June⑳70) ン グ

51.1.B.M.(Havant) ろ60/XX ? ?

ろ2.CambridgeUniver一 TITAN. リモ ー ト ・バ ッ PDP-7十

sityMaths.Lab. PDP-7 チ DEC540

デ ィス プ レー

ろ5.Nationa1'Westminster タ イ ム ・シ ェ ア リ

Bank ン グ

54.BarclaysBank. 、

55.MidlandBank.

/

.

一61一



、

▲ 、与
'、'

' `、

㌧' 、"

●

1

,'

L.L

■
デゾ

'〆、尊

'r
.9ザ.t;1

.tk

'1
"

～

1

ξ・'・"

) 、 」

,

卜

、
、
'

'け ㌧
・,ユ

」・■r「t ●



.

'

1

4

」

料

〆
〉

F

,

馳
＼

＼、

'

〔t.P'司

資

.

'

1 、

『

'

.

」

」

.

]

,

,
S

「

」

7

一

◎

.苧

〔

 

.



⇔

』

毒

台

.

・

一

「

.

'

.

「

「

「

.

,

.

⊥r

噛

工



連邦通信委員会に提 出

コンピュー タと通信 のサ ービス及び施設 の相互依存 によ り提

起 された規制化政策問題 に関す る件

(一 括書類番号16979号)

提案 された規制設定 に関す る告知 ・
》;

●
P

－

1.こ の文 書 は 上 記 の件 に つ き提 案 され た規 定 設 定 に関 す る告知 に つい て述

べて い る。

'2
.こ の 告知 の 目的 は 、一 括 書 類 番 号16979 .の,コン ピ ュ.一 夕諮 問 に関 す

る当委 員会 の仮決定(付 属 資料A>、 お よび、それに基づく政策を実施 す るた

め に提 案 さ れ た規 制 につい て 、関 係 者 に論 評 す る機 会 を 与 え る こ とに あ る。

3.仮 決 定 に基 づ き下 記 の対 策 を 制 定 す る準 備 を 進 め て い る。 そ の政 策 とは 、

当委 員 会 の法 的 規 制 の下 に あ る通 信 コモ ン ・キ ャ リア は 直接 に デー タ処 理 サ ー

ビス の販 売 に従 事 しては な らない 。但 し、ベ ル ・シ ス テ ム会 社 を除 く当該 キ ャ

リア は 一定 の 要 件 並 び に安 全 政 策 に基 づ き個 別 の 会社 資格 で 、 そ の よ うな サ ー

ビス に間 接 に従 事 し得 る とい うも ので あ る。 しか しな が ら、 よ り小 規 模 の会社

につ い ては 例 外 を も うけ 得 る も の とす る。

4.当 委 員会 は 委 員 会規 制Part64を 改 正 し 、新 た にSection64.

702を 追 加 す る こ とを提 案 す る。 このSectionは この分 野 にお け る勧 告

され た政 策履 行 のag-一 段階 とな る もの で あ る。 特 に提 案 され た新Section

は我 々の法 的 規 制 の 下 にあ る コモ ン ・キ ャ リア に対 し、 ベル ・シス テ ム会社 を

除 くキ ャ リア が別 個 の会 計 と従 業 員 お よび施 設 を設 え た別 個 会社 とい う資格 で

従 事 す る 場 合 を 除 き 、 直i接 に も 間 接 に も デ ー タ処 理 サ ー一・・e'ス に従 事 す る

こ とを 禁 止 した も ので あ る。 また こ の規 制 は各 キ ャ リ
.アに対 し、 そ の種 の分

離 され た デ ー タ処 理 会 社 とキ ャ リアの 間 に取 りか わ され た全 ての契 約 、協 定 、

もし くは取 り決 め を 登 録 す るこ とを 要請 す る。 この規 制 は公 布 され て か ら6カ

ー-65-一



月後 に発効す るもの とす る。

5.こ の追 加規則索け、1934年 に制 定されその後の改 正を経 た通信法 の

S・ ・ti・n4(i)と(」)・2・1(
.h)・.,・.2.i・2・( ,・)、2.05(c)

211(b)、 、218、219(b)、313(a)、 と403に 含 まれ る権

限 に基 づ い て発 行 され た もので あ る。

6.当 委 員 会規 則Section1・415に 設 定 され てい る適 用 し うる手続 』;・:i

規 則 に従 い 、 関心 の あ る関 係 者は 当委 員会 の仮 決定(付 属 資 料A)及 び添 付 資

料B.嘘 示 され端 貝喋 に対 し・197・EEraで 意見 を提 出 し・うる もの とす

る。・規 則案 と仮決 定 に つい て の 口頭 に よ る討 論 は追 って 当委 員 会 の指 示 に ょっ

て開催する梅 の.とする。全ての適切かつ時宜を得た意見は当委員今に よって本

徽 関 し最終的な決定 が行妙 れ る前,に考慮酔 るであろう・新 興1鎮 定

示 な うに当 り,当 委賄 起 噛 知 に宍り収疑 れる特定ρ観 に加えて・

委員 会 に提 出 された そ の他 の適 切 な情 報 を も考 慮 に入れ.る で あ ろ う。

7.委 員 会 の規 則 のSe・ti・n .1.h19の 条 項va従 い ・全 て の 声 明 ・信 条 ・

もし'くは 意見 の原 本 と14の 写 しが委 員会 に提 出 ざ れ る。

ρ

連 邦 通 信 委 員 会

ベン ・F・ ワ ップル

事務局長.

●
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連邦通 信委員会 へ提 出さ.れた付属 資料A

コンピュー タ と通 信サー ビス及び施設 の相互依存 に より提

起 された規制 と政策問題 に関す る件

(一 括書類番号16979号)

∀ 当委 員会の仮決 定

A.は しがき

陥 この諮 問 は,ン ピ。一 タと通信 サー ビ頑 び施設 の増大 しつつ ある樋

鮪 、。よ り離 した ・鵠 れ 磁 多 くの芳謝 及 鋤 鍋 髄 託 し∵翻 し・

そ して鰍 す るため 融 く討論 の場盛 供 するために1966年 の11月10

日に 開始 され た 。

ぼ

2.わ れわれは先 ず 、通信施設 及びサービスの現実 、そ して潜 在的 なコン ピ

ユ_タ 使 用に関す る情 報 の開発 についてわれわれの意見を表 明 した。われ われ

はまた 、デー タ処 理 嘩 太 しつつある通信 への要請 に対応す るため に・雛 に

コモ ン、 キ ャ リア が サ ー ビ ス提 供 も し くは料 金 の改 正 を した り・新 た に キ ャ リ

ア の規 制 や業 務 を設 け た り、 また そ れ らの改 善 を す る必 要 が あ るか ど うか;

通 信 方織 の使 用 と関 連 が あ る デ ー タ処 理 や そ の他 の ・ ンピ ュ一 夕 ・サ ー ビス が

政府規 制 か ら自由であ るべ きか も しくはその規 制下 におかれるべ きか ど うか ・

もレくは、 どの よ う瀟 況 の下 でそ う鵠 べきか ・≡ ン ・⇔ リアそ の他 が・

そ の よ うな 。 ン ピ ユー タ.サ ー ビス の提 供 鯵 加 す 祉 当 り・規 制 鑓 が必 要

か ど うか 、 そ して どの よ うな条 件 下 に それ が必 要 に な るか ・・ ン ピ ユー タ産 業 ・

通 信 ・ モ ン.キ 。 リ ア 、 も し く は 政 府 に よ り 、 ・ ン ピ ュ 一 夕 に 蓄 積 さ れ そ し て

通信施蹴 よ り嘩 されるデー・のプ戸 バ シ一端 謝 るために搬 腰 請

され るかどうρは ど… ったこ・につ・・て・購 鋤 鵠 啓発すること掴

み た 。, .:、

一一
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添付 資料Aは わ れわれ の最初 の告知 に含 まれていた諮問事 項 の全文であ る。

3.わ れ わ れ の 第1回 諮 問 告知 に応 え て 、 コ ンピ ュー タ及 び通 信分 野双 方 の

関心 の広 い横 断 面 を代 表 す る60の 関係 者 か ら、お よそ3.000頁 に の ぼ る意

見 が寄 せ られ た。 添 付 資料Bに は 応 答 者が 列記 され て い る。 これ らの最 初 の応

答 の提 出 に 引 き続 い て1968年5月5日 に われ わ れ は ス タ ン フ ォー ド.リ サ

ーチ ・インス テ ィ テ ユー ト(SRI)と 契 約 を結 び
、個 々 の応答 の 評 価 と諮 問

の告 知 に指 定 され た争 点 に 関 して委 員 会 へ の勧 告を 提 出 せ しめ た 。SR.1は

1969年3月 に そ の結 果 を委 員 会 へ 提 出 した。 これ ら は7つ の報 告か ら成 っ

てお り出版 され てわ れ われ の諮 問 に最 初 に応 答 を 寄 せ た 全 て の関 係 者 に配 布 さ

れた。

、

4・1969年5月1日 にわ れ わ れ は1つq)報 告 と追 加諮 問 告 知47FCC

2d587(以 後 ."第 一 報 告9と よぶ)を 採択 した 。1969年7月24日

SIR報 告 に対 し2声 の 関 係 当事 者か ら寄 せ られ た 意見 書 の提 出 を もつ て 当記

録 は 終結 した 。添 付 資 料Cは これ らの応 答 者を 列 記 した もの で あ る。

5・ 応 答 者 に よっ て提 出 され た 意 見 及 びSRI報 告 か らみ て下 記 の こ とは 明

'白 で あ る
。 つ ま り通 信 と コン ピ ュー タ産 業 の双 方 に根 本 的 な関 心 を抱 か す に至

,っ た 争 点 は ・ キ ャ リア 以 外 の デ ー タ処 理組 織 に よる デ ー タ処 理 な い し通 信 サ ー

,.ビス も し くは これ を組 み合 わ せ た サ ー ビス の提 供 や 、通 信 コモ ン ・キ ャ リア に

、よる デ ー タ処理 サ ー ビス の 提供 に対 しわ れわ れ が行 便 を 意 図 して い ると こち の

法律規 制 や統 制 の 性 質 や程 度 に関連 した もので あ った 。

＼
へ ぐ、

＼B・=ey`キ ・ .IJア の 料 金 や サ ー ビ ス の 妥 当 性ド

6i、 こ う した基 本 的 な論 点 を 詳 述 す る前 にわ れ わ れ は諮 問 告知 に ょ って ,起

ったい くつか の他 の重 要 な議論 の うちで、われわれ が本件 を終結 しよ うと決 定
＼
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冒

した こ とに鑑 み 、 こ の時点 に お い て 意見 を述 べ て お く価 値 の あ る ものた言 及 し

てお き たい と考 え る 。そ の第 一 は現 在 の コモ ン ・キ ャ リアリ料 金 、規 則 、 そ れ

に慣 行 な どが現 在 、 また将 来 の コ ン ピュ ー タ産 業 の要 請 に適 切 な もので あ る か

ど うか(G項)。 そ の第2は 新 しい コモ ン ・キ ャ リア の料 金 表 ま た サ ー ビ ス に

対す るデ ー タ処 理 産 業 の要請(H項)と 、 今 日 の必 要性 に対 処 す る に 当 っ て の

既存 の コモ ン ・キ ャ リア施 設 の妥 当性(1項)に 関 連 した も ので あ る。 第5は

コン ピ ュー タ に蓄積 され た りコモ ン ・キ ャ リア の施 設 に よ り伝 送 さ れ る デ ー タ

のプ ラ イバ シー を 保 護 す るた め に コ ン ピ ュー タ産業 も し くは コモ ン ・キ ャ リア

も し くは そ の両 方 に よ って 何 らか の 手段 が とられ る こ とが要 請 され るか ど うか

(J項)と い った こ とで あ る。 この点 に 関 す るわ れ わ れの 目的 は これ らの残 っ

てい る争 点 の 或 る面 の扱 い につ い て 、 これ ま で にな され た進 歩 を簡 単 に ふ りか

え り、そ して これ ら の問 題 を 今後 わ れ わ れ が ど の よ うに扱 うつ も りかを 示 唆 す

るこ とにカ る。

●

Zこ れ らの論点 の第 一 の もの で あ る コモ ン ・キ ャ リアの 現在 の料 金 表 の内

容 、特 に イ ン ター コ ネ クシ ョン問 題 の妥 当 性 は 多 くの コン ピ ュー タ関係 の応 答

者か ら のか な りの批 判 に さ ら され て い る 。 わ れ わ れ は既 に第 一 報 告 書 の 中 で 、

カー ター フォ ン事 件(長 距 離 電話 サ ー ビ ス にお け る 力 ニ ター フ ォン の使 用 に関

す る件 、15件FCC2d420、(1968);再 審 請 求却 下 、14

FCC2d571.,(1968))に 関 す るわ れ わ れ の裁 定 に従 い 、電 話

会社 が1969年1月1日 発 効 の料 金 表 の変 更 を 登録 す る こ とに よっ て 、 イン

ター コ ネク シ ョンに 関 す る条 項 を 大 幅 に 自由化 した 、そ して残 存 の イン ター コ

ネク シ ョン の問 題(第 一報 告 、前 文 、9節589,590の9～12)を 審

議 し解 釈 す るた め に非 公式 な 会議 が開 始 され た こ とを 指摘 した。 そ の 当時 か ら

比較 す る とこ の件 に関 し更 に重 要 な進 展 が あ った 。 イン ター コネ ク シ ・ン条 項

の一 層 の 自 由化 が 広域 電話(WATS)、 専用 線 そ してTWXな どに つい て 、

1969年1月1日 の料 金 表 改 正 の 登録 に 引 き続 き行 な われ た。T'wiXイ ン タ
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一 ・ ネ ク シ ・ ン の 料 金 …長(FCC書 類 番 号18718号)(・Cつ ＼・て ・ 追 加 の イ

ン ター コ ネク シ ョン の改 正 を す べ きか ど うか の問 題 をめ ぐ り、 目下 、公 式 の公

聴会 が開 催 され てい る。 当委 員 会 の後 援 の下 で非 公 式 の会議 が 、 イ ン タ ー コネ

クシ ョン料 金 表 の種 々の非 技 術 面 の 審議 を行 な ってい る。 そ の上 、 全 米科 学 ア

カデ ミ一-S:当i委 員会 のため に研 究 を行 な い 、 コ ン ピ ュー タ産業 が コモ ン キ ャ リ

ア施 設 を もっ と効果 的 に利 用 で き る よ うに 、 コン ピ ュー タ産業 が提 案 した→一層

の料 金 表 改 正 の技 術 的 可能 性 に つ い て 、報 告 と勧 告 を す る こ とに な っ てい る。

8.こ の諮問 に対す るデー タ処理関係 者 の応答の多 くは 、秒 単位 の短 かい爆

発的 な伝送 で大量 のデー タを送信 て きるデー タ伝送 の よ り経済的な利用 を可能

け は めには り短か くそしてより麟 金 の最低翻 岬 の必醗 を強言;川・

kfiわ れ わ れ は第1報 告(前 文590の13節)で この 要 望 を確 認 し、-7:し て

当時 、電話 会 社 に よ って施行 さ れ てい た料 金 構 成 に関 す る実 験 、 つ ま り一 定 の

岨 蛭 批 限って交換瀦 ネ ・トワーク嘩 甦 対|でLそ 畷 鰍 料網 主

`分球 励 川 分にする熟 に際してとら挺 卵 警 報 に対しは 輪

換起 した 。 われ わ れ の第1報 告以 来 、 ア メ リカ電話 電 信 会 社 は1970年1カ

日 発行 の改正料金詩 興 出ること・・よっ㌣ この坤 へ 礁 ⇒ 端 縫}

した.そ して 、そ 繊 夜 中 の12時 か ら午 前8時 禰 ほ 藷 迂通 話 ・全 国ベ ー

スで 、最 低 課 料 時 間 が1分 のサ ー ビス を 提 供 す る とい うもの で あ る。 この サ 一一

ビス の提 供 は
1㍉長 距 離 電話 サ ー ビ ス の よ り低 い 料 金 を も,た ら したが ・ この サ ー

ビスは 交 換 電 話 ネ ッ トワー ク に よ るデ ー タ送 信 に も使用 し うる もの で あ る。 ま

た第1報 告 以 来 、 当委 員 は1つ の重 要 な決 定 を行 な った が 、 そ れ は マ イク ロ ・

ウエ ー ブ ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ズ会 社 とい う新 しい コモ ン ・キ ャ リア に 、 ジ カ

ゴとセ ン トル イ.ス 問 の都 市 間 長 距 離 サ ー ビ ス分 野 へ の参 加を 許 可 す る,もので 、

そ の 目的 の1つ は 、 公衆 に ょ り幅 の広い 音 声 並 び にデ ー タの 伝送 サ ー ビ スを 提

供 す る こ とにあ った(マ イ ク ロ ・ウ エ ー ブ ・コ ミュ ニケー シ ョンズ会 社(FC

C書 類 番 号16509)、18FCC2d953(1969);再 審
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請求 却 下 、21F℃C2d190(1970))。 それ 以 来 ・ そ の他 の多

くの 会社 か ら、 コモ ン.キ ャ リア業 務 に参 加 す るた め の免 許 認 可 の 申請 が提 出

され て い る 応 これは 一 部 には ・ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー の新 た な 二三 ズに適 合

した サ ー ビス を提 供 し よ うとい うも ので あ る。そ の よ うな会 社 の1つ は デ ジ タ

ル方 式 で、 顧 客 か ら顧 客 へ の サ ー ビスを 提供 す る こ とを終 局 目的 とした ・55の

大都 市 を 結 ぶ専 用 デ ー タ伝 送 交 換 ネ ッ トワニ クを 提 案 して い る(デ ー ト ラ ン

'提案)
。 マ イ ク ロ ・ウ エ ー ブ ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ズ会社 に よ る非公 式 提 案 で

当委 員 会 が審議 中 の もの に 、既 存 の特 殊 化 した マ イ ク ロ ・ウ エ ー・プ ・コモ ン ・

キャ リアを 接 続 して全 国 ネ ッ トワー クを 作 ろ うとい うものが あ るが 、 これ が 目

的 とす る と こ ろの1つ は 、 低 廉 な デ ー タ送信 サ 一季ビ ス に対 す る教 育 界 の要望 を

満足 さ せ る こ と にあ る。 また 低 廉 な企 業 業務 指向 の全 国通 信 ネ ッ トワー ク ・サ

ー ビ スの た め の通 信 衛 星 の 可 能 な使 用 に関 す る提 案 も なさ れ て い る。

9.わ れわれ の第1報 告 は、最初 の言熔問 への応 答 に よって強調 されたコモン ・

キャ リア施設 の よ り高度 の顧客 分割 に対 す る必要性 に も言及 した(第1報 告

イ櫛590-591).わ れわ粗 土意見 が提 出された後 に、電話 会社 が音

声級 已 くはそれ よ りもバ ン ド幅 がき来い専用 回線 の分 割使髄 許す料金 表を登

録 した ことに留意 す る。 よ り最近 に、電話会社 の或 る径 の高性能 のケーブル及

び無線 回約 ・よる広帯域専 聯 を実験白勺に提供す る料金表 が登録 された・ これ

は共 同 のユ ー ザ ー に よ る分 割 使 用 を事 実 上 無 制 限 に許 す もの で あ る(AT&T

のジ リー ズ11000)。 前 述 の マ イク ロウ エー ブ ・コ ミ ュ ニ ケ ーーシ ョン ズ会

社 に よる セ ン トル イス ー シ カ ゴ問 の都 市 間 サ ー ビス に関 す る 申請 は 、最 近 に登

録 され た デ_ト ラ ンを は じめ 前 掲 の 申請 例 同 様 に 、分 割 使 用 が主 な特 徴 とな っ

てい る。TELPAK専 用 線 サ ー一:・ll・ス の顧 客 分 割 に課 せ られ た 制 限 の排 除 も・

現在FCC書 類 番 号17457号 に よって 当委 員会 に よっ て考 慮 され て い る。

10.当 委 員 会 で現 在 審 理 中 の新 規 コモ ン ・キ ャ リア ・サ ー ビ ス のた め の顕
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著な 申請 は 、適 切 な法 令 上 の規 準 や規 制 政 策 に照 ら して更 に審 議され ねば な ら

ない こ とは 理解 され ねば な らない 。 しか し、わ れ わ れ のみ る と ころで は 、前述

の情 勢 の進 展 は こ の諮 問 が 開始 され て以 来 、 コ ン ピ ュー タ利 用 者 のた め の よ り

高度 そ して よ り経 済 的 な通 信 サ ー ビスを 目指 して大 きな進 歩 が み られ 、 そ して

それ が更 に進 行 中 で あ る こ とを物 語 る もの であ る。 この進 展 は 、 わ れ われ を し

てイ ン ター コネ ク シ ョン も し くは そ の他 の コン ピ ュー タ側 の要 請 を満 たす た め

のコモ ン ・キ ャ リア の サー ビ ス提供 や規 制 、そ して慣 行 の改 善 に関 す る問 題 は

この諮 問 を継 続 す る こと に よる よ りも、現在 審 議 中 も し くは将 来 発生 す る料 金

や料 金 表 そ して認 可 な ど の諸 手紡 と関 連 して扱 った 方 が最 も よ く対 処 し うる と

い う結論 に達 せ しめ た 。

ρ.

11.コ ン ピ ュー タ利 用 者の現 在 及 び将 来 の通 信 に対 す る要請 に応 え る ため

の コモ ン ・キ ャ リア の施 設 及 び サ ー ビス の妥 当性 に関 連 して諮 問 応 答 者か ら提

起 され た問 懸 につ い て であ る が 、 われ わ れ が入 手 で き る情 報 か らは 、 そ の よ う

な要 請 の明 確 な性 質 や程 度 は 、は っ き りと確 立 す る こ とが で きな い 。 それ は主

として、 コン ピ ュ ー タ技 術 とそ の 商用 適 用 が 現時 点 で は決 ま った パ ター ンを追

うことな く進 展 してい るか らで 、 そ の結 果 、 コ ン ピ ュー タ利 用 者 の通 信 に対 す

る要請 を予 測 し定 量 化 す る こ とが極 め て困 難 だか らで あ る。 当委 員 会 は こ うし

た事 柄 を今 後 継続 的 に監 視 して ゆ こ う と してい る。 そ の た め に 、 コモ ン ・キ ャ

リア に よっ て適切 に対 処 さ れ てい ない 現在 の要 請 そ れ と同 時 に キ ャ リアが対 策

をたてねばな らない将来予 測され る要請 に関 して、当委 員会 が関係 当事 者か ら

引 き続 き情 報 を得 る こ とが大 切 で あ る。従 って 、 わ れわ れは 当委 員会 が 引 き続

き現 状 に 関 す るそ の よ うな情報 を入 手 し検 討 し うる よ うに 、適 当 な非 公 式 手 続

を確立 す る こ とを計 画 してい る。 この よ うな手 続 は 関 係 当事 者 に、 コン ピ ュー

タ利 用 者 の現 在 及 び将来 の通 信 に対 す る 要請 、 また 、そ の よ うな い か な る善 意

の要請 に対 処 す るた め に キ ャ リアに よ って と られ る手 段 、そ して当委 員会 が 、

キ ャ リア が そ の よ うな 要 請 に適 切 に 対応 してい る か ど うかを 確 か め るた め に と
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った何 らか の処 置 な どに つ い て 、討 議 や評 価 に参 加す る機 会 を与 え る よ うに設

定 され るで あ ろ う。

冒

12.第 ろの残 され た問 題 は 、 コモ ン ・キ ャ リア の通 信 回線 と接 続 さ れた コ

ンピ ュ ー タに 蓄 積 され た デ ー タの プ ラ イバ シー と安 全 に関 す る もので あ る 。諮

問 の付 属文 書 に よっ て示 唆 され てい る よ うに、 わ れ わ れは 当委 員 会 の関 心 と、

情報 が コン ピ ュー タ に蓄 積 され 、 また 、 そ れ か ら不法 に検 索 され る こ とに よる

潜在 的 な プ ライバ シ ーの侵 害 か ら派 生 す る問 題 の全 領 域 とが、 例 え 情 報 の蓄 積

と検 索 が通 信 施 設 を 通 して達 成 され る と して も、全 て重 な りあ うとは考 え な い 。

(諮 問 付 属 文 書7FCC2d19,22の11節(1967))。 最

も広義 に解 した場 合 、 プ ラ イバ シー の 問 題 は 通 信 に対 す るわ れ わ れ の法 規 制 の

範囲 外 で あ る多 くの社 会 的 そ して公 共政 策 的 な 意味 合 い を持 って お り、 そ れ は

既 に議 会 で の研 究 や公 聴 会 の対 称 と な っ てお り、 ま た社 会学 者 や 法 律 家 そ して

コン ピ ュー タ技 術 者 の研 究 と分析 の対 称 とな っ てい る。 この こ と と関 連 し一く・

われ わ れ は 全 米 科 学 ア カ デ ミー が個 人 の ブ ラ ィパ シー に対 す る脅 威 の程 度 を見

極 め るた め に行 な っ てい る 公 共 及 び 私 設 の デ ー タバ ンク に関 す る調 査 に 注 目

して い る。

w

15.も ちろん 当委 員会 は 、 こ の国 の通 信 ネ ッ トワーク で 送 られ る通 信 内容

の プ ラ イバ シー や保全 に関 し、 また そ の よ うな施 設 の 非合 法 な使 用 目的 に も と

ず く使 用 に関 し、確 固 と した そ して不 断 の責 任 を有 す る。第1報 告 で ふ れ た よ

うに 、 われ われ は こ の分野 に 存 在 す るか も知 れ な い必 要性 や 、 要請 され る か も

しれ ない規 制処 置 に つい て 、 一 層 の考 慮 を払 うつ も りで あ る。 わ れ われ は 、 ま

た、 そ の よ うな 一 層 の考 慮 を払 う基 礎 と して 、 現在 や将 来 の必 要 性 、 そ れ に技

術上 の 、運 用 上 の 、そ して経 済 的 な 背景 に関 す る情 報 を 更 に収 集 す る必 要 性 を

認 識 した 。
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C.デ ー タ処 理 サ ー ビス の規制

14.1さ て 、 わ れ わ れは 改 め て この諮 問 で 、 ま だ解 決 され?Sい ま ま残 って い

る 規 制 と 政 策 とい う2つ の基 本 的 な問 題 につ い て 検 討 して み よ う。 これ らの

問 題 は 、 わ わ わ れ に次 の こ とを決 定 す る こ とを 要求 す る。

⑧
、デ ー タ処 理 サー ビス に課 せ られ る法 的規 制 の性 質 と程 度;及 び

⑮ コモ ン ・キ ャ リアが デー タ処 理 に 従事 す る こ とが許 され る か ど うか 、 ど

の よ うな 状況 の 下 で 、 そ して 、 どの よ うな 条件 と安 全 対 策 の下 で そ れが 許

され るか。

マ

1 .5・ 卸 報 告 の 中で 、わ 鳩 れ は こ う した 論 点 が鰍 さ2',-6以 前 に 、 われ

われ が使 う用 語 を 出来 る限 り厳 密 に定義 付 け、 これ らの用語 が 全 て の関係 当事

貿 吟 つ理 解 れ魂 一蜘 棚 されるようにしな肺 ばならない ・述べたこ
この高 度 に技 術 的 で急 速 に 成長 しつ つ あ る産 業 界 に おい ては 、新 しい 用 語 、 し

か も多 くの場合 、そ の意 味 が重 な り合 っ てい る用 語 が流 布 され て い る。 こ うし・、

た用 語 が デ ー タ処理 社 会 、 も し くは そ の派 生 分野 に とって どん な に 有用 で あ ろ ㍉

うと も、 目先 の 目的 の たあ に言 語 が許 す 限 り、不 明 確 さを除 い た定 義 を確 立 す.

る必 要性 が あ る とい う結 論 に わ れ わ れ は達 した。 定 義付 け の仕 事 は決 して単

純 な もので は な い。 何 故 な らば 、 コ ン ピ ュー タ と通 信 とがデータの伝 送 と処 理 に ・

関 レ 、 あ ま りに も相 互 依存 的 、 そ して相 互作 用 的 にな りご こわ らの機 能 を 明

確 に限 定 す る ことは 、 幾分 一般 化 した用 語 を 除 い て は殆 ん ど不可 能 だ か らで あ

る.わ れ わ れ の 目的 が 靴 政 府規 制 の み に 断 れ てい るの で こ舟 語 の定 義'と用

』法
の 明 確 さ と厳密 さを与 え る'とい う、 われ わカ の 目的 に不可 欠 な基 本 的 な用 語

のみを 定 義 づ け よう。 わ れ おれ が 使 用ず る特 殊 な 用語 を 、下 記 の 如 くそ れ ぞれ

♪定義5・ け た
。'

⑧'デ ー'処 理 一 衛 処 理 の た め の ・'ンピ ー一 鞭 用bこ とで 、回 路 註 は

メ ッセ ー ジ交 換 とは区 別 さ れ る"処 理llと は 、 オ ペV－ シ ・ンの ため の コ

ンピ ュー タ使 用 の こ とで 、な か ん ず く、 プロ グ ラム の命 令 に従 った デ ー タ
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'
v

の蓄 積 、検 索 、分 類 、組 み 合 せ ミそ して計 算 な どが含 まれ る。

⑮ メ ッセ ー ジ 交 換 一通 信 施 設 に ょ る2地 点 間 も し くは 多地 点 間 の コツ ビ ュ

ー タに よ って制 御 され た メ ッセ ー ジ の 伝送 で 、 メ ッセ ー ジ の内容 が変 わ ら

なL'kも の を い う。 ・-1
ヒ

◎ ロー カル ・デ ー タ処 理 サ ー ビ スー"iデー タ処 理 の サー ビ ス の1種 で あ り、泉

顧 客 へ め サー ビ ス提 供 に通 信 施設 が 介在 しな い ものこ

◎ リモ ー ト ・ア ク セ ス ・デ ー タ処 理 サ ー ビ ス デ ー タ処 理 サ ー ビ ス の1

種 で あ り、 中央 コ ン ピ ュー タ と、 そ れ か ら離 れ た ところ に あ る顧 客 の端 末

機 を結 ぶ通 信 施 設 が使用 さ れ、 そ れ が コ ン ピ ュー タ と顧 客 の端 末 機 との間

の デー ダ伝送 の具 と して供 せ られ てい る。

◎ 混 合 サ ー ビス サ ー ビス提供 の1種 で あ り、 リモー ド 。ア ク セ スeデ

ー タ処 理 と メ ッセ ー ジ交換 とが組 み 合 され 、単 独 め統合 された サ ー ビ スを

成 して い る もの 。

16.上 述 の定 義 を 頭 に 置い て 、わ れ われ が 直 面 して い る基 本 的 な諸 問 題 に

話 を 戻 そ う。 す な わ ち、 デ ー タ処 理 に適 用 す る法 的 規 制 の性 質 や 程 度 の間 庭 や

コモ ン ・キ ャ リアが デ ー タ処 理 サ ー ビ スの 提 供 を す る こ とが許 され るか ど うか 、

そ して 、 どの よ うな情 況 の下 で許 され るか とい っ た問 題 であ る。

臼

w

1Z1954年 の通 信 法 が 、有 線 と無 線 に ょ る州 聞 及 び国 際 の 通 信 サ ー ビ

スの 有償 提供 と、そ の よ うな 与 一 ビ ス に従 事 す る全 て の人 々 と規 制 す る包 括的

な権 限 を 当委 員 会 に授 与 して い る こ とほ 明瞭 で あ り、 こ こに改 め て詳 述 す る こ

とも長 った ち しい 議 論 を す る必 要 もな い61954年 に議会 は 、明 確 に新 し く、

そ して ダ イ ナ ミッ クな分 野 に 関 す る法律 を制 定 した が 、 それ だか ら故 に、 当委

員会 に、 決 して狭 小 で は ない 弾 力 的 な 包括 的権 限 を 与 え た の で あ る。(1968

年の 政 府 対 サ ウス ウ ェス タ ン ・ケ ー ブ ル社 の訴 訟592U.S.157。

175)。=有 線 も し くは 無線 に よる通 信 とは次 の よ うな意味 で あ る、 と通 信 法
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}

{には広 い定 義 付 け が な され てい る。 す な わ ち、

1〃 … … …文書 、 符 号 、 画 像 、 そ して音 な どのあ らゆ る種類 の も のの伝 送 で あ

1り… …発 信 地 とそ の よ うな 伝送 の受 信 地 間 の上 記 伝送 で あ り、 これ に は全 て の

機械 器 具 、施設 、装 置 、 そ して そ の よ うな 伝 送 に付 随 す る サ ー ビ ス(受 信 ・送

」 甦 ど)が 含 まれ る.・(47/u.s.c.153(。X、 、)
げ ノ

ノ

1法 廷 が フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ・ ブ ロ ー ド 十 ヤ ー ス テ ィ ン グ 事 件 に 際 し て 指 摘 し た

{ばう
に:

n":
E2,は1

.戸4輪 飾 勘 鑓 させ る際 に ・ne論 ・そ れ か ら数+ffKva

出現 す る 、有線 も し くは 無 線 に、よる通 信 方 法 の種 類 や性 質 を 予測 す る こ とは で

きな か った 。そ の よ うな情 況 の下 にお い て 、 ダ イナ ミックな産 業 の管 理 を 委任

され た専 門 機 関 には 、 そ の 産業 にお け る新 た な進 展 に対 処 す る幅 広 い権 限 が あ

る。"(フ ィラデル フ ィア ・テvビ ジ ョン放 送会 社 対FCC、 ろ59F2d

282,284,(D.C.Cir.1966)。

●

18.こ の よ うに 当委 員 会 は 、1954年 に通 信 法 が施行 され た 当時 には 存

在せず 、 また 予想 さ え され てい な か っ た 通信 施 設 や サ ー ビス に対 して 、法 的 規

制 を施行 す る権 限 を与 え られ て い る。 一 方 わ れ われ は 、そ の活 動 が1934年

の通 信 法 が 意図 した範 囲 を包 含 す る もので あ る、 と単 に わ れ わ れ が解 釈 す る が

故 π、 そ うした法 的 規 制 を 主 張 した り施 行 した りす る こ とを要 請 さ れ てい な い。

そ の代 わ りに、,フ ィ ラデル フ ィア裁 判 所(前 掲)が 指 摘 した よ うに 、 わ れわ れ

は専 門 機 関 と して 、 ダ イナ ミ ック な通 信 分 野 の.新 た な進 展 に対 処 す るた め に

幅広 い権 限.を 授 与 され て い る。 そ の 結 果 、 われ わ れ は、e議 会 が 意 図 した 目

.的を推 し進 め るた め に は 、 どの よ うな 法 的 根拠 に基 づ き 、 ど の よ うな規 制 処 置

が最 も有 効 か を選 択す る幾 分 ゆ と りが あ る権 限 を授 与 さ れ てい る。"

公衆 利 益 の保 護(フ ィ ラデ ル フ ィ ア 、前 掲)。

19.わ れ わ れ の判 断 を どの よ うに実 施 す るか を決 定 す る際 に 、 われ わ れ は
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規 制活 動 の 根本 的 な 目的 を 、 一般 的 な 国家 の政 策 と、 当機 関 に与 え られて い る

独特 の法 例 上 の ガ イ ド ライ ンな ど との関 連 の内 に求 め なけ れ ば な らな い よ うに

思わ れ る。 こ の国 にお い て わ れ われ は 、 どん な特 定 の 企業 に も参 加 し、 あ らゆ

る業 務 に おい て も競 争 で き る よ うに 、個 人 の創 意 に最 大 の可 能 な限 りの活 動範

囲 を与 え る こ と に よ る ・n自 由 企 業ilに 依 存 してい る。わ が 国 の独 占禁 止 法 は 、,

自由取 引 の抑 制 を防 止 す るた め に制 定 され てい る。 政 府 の干 渉 や規 制 は 、 自然

に独 占が存在す る分野 や、規模 の経済 が規制 された独 占を要す る程大 きい分野 、

も しくは不公正な取 引が行 なわれ る恐 れがあるので 、公衆 の利 益を保護 す るた

めに・政府 の干 渉が要求 され るような要素があ る分野 な どに限 られている。

20・ わ れ われ が 直 面 して い る記 録 に こ うした規 準 を 適 用 す るに 当 っ て 、わ

れわ れは ・ デ ー タ処 理 サ ー ビス の提 供 は本 質 的 に競 争 的 な もの で あ り、 後述 の

ご と く限 られ た もの以 外 に は 、 そ の よ うな活 動 に対 して公衆 の利 益 とい う見地

か ら・ 政 府 の規 制 が要請 され る よ うな こ とは何 も無 い とい う結 論 に達 した 。

こ の よ うに して 、 あ らゆ る種 類 の デ ー タ処 理 サ ー ビス が 量的 に よ り多 く利 用

で き る よ うに な りつ つ あ り、 こ れ ら のサ ー ビス提 供 市 場 に 自由 に参 加 す るの に、

何 らの 自然 も し くは経 済 的 な障壁 も存 在 しな い とい う十分 な証 拠 が み られ る 。

デ ー タ処 理 会 社 ・ タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ム、 そ れ に特 殊 な情 報 サ ー ビ

ス の数 は着 実 に増 加 しつ つ あ り、 そ して 、 これ らの市 場 が独 占化 に よっ て脅 か

され てい る とい う徴 候 は な い 。

●

21・'こ う した会 社 間 の 競 争は 活 発 で ・顧 客 側 か ら の多彩 な サ ー ビス に対 す

る要 望 に よ っ て 激 化 し つ つ あ る 。 ざ っ と2000の 支 社 を 通 じ て デ ー一夕 処 理 サ

ー ビ ス を 提 供 し て い る800以 上 の サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー が あ る と 推 定 さ れ て ,

い る 。 ま た ・ サ ー ビ ス ・ ピ ーS・一一・ロ ー の100,000以 上 の 顧 客 に 対 す る 年 間 売 上

げ 高 は9億 ドル 以 上 に の ぼ り 、1972年 に は12億 ドル に 達 す る で あ ろ う と

推 測 さ れ て い る 。 そ の 上 、5,000以 上 の デ ー タ処 理 会 社 が コ ン ピ ュ ー タ の 余
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剰 時 間 や シス テ ムの余 剰 能 力 を 売 っ た り、1,000以 上 の銀 行 が彼 らの顧 客 に

㌃ 歩脚 サービス提 供 した りして・1億58・ ・万か ら、3齢5・P万c・

噸 る埜収 抽 げてい る・職 制'さ 頒 棘 よって ㌔r⇒ 社畷 立 でき・

rン ピユ一夕機器 はlj－ スで きるし・ プログラマ噸 ㌍ 操 で きる・、サー ビ
ス ・ビ ュ ー ロー の成 否 を左 右 す る要 素は 人 員 の数 や計 算 施 設 の大 き さで は な く、

むしろ願 力噛 ん醐 蜘 や・顧 の高・'プログラミグ・聾 唖 利聾 一

ビス形 態 で あ る。 また 、 重 要性 を増 して い る もの に特 殊 化 した ヵ口入 サ ー ビス が

あ媒 こ端 ヂ ビス'ビ 　 ロづ 葺麟 界のいろいろな分取 鰍 越 要

性 を満 たす とい った サ ー ビス で あ る。 例 え ば 、法 律 、医学 、信 用 、,そ れ に株式

恒報 な どの デ ー タ処 理機 関 に ょ る サ ー ビス提 供 で あ り、 そ の数 と複 雑 さを増 加

しつフ あ る・幾人 かの遠隔地 にい1る　 ザ一調 時 嗣 じ㌣ ⇔ ・・ン ピ

.∵一 タ を 利 用 で き る タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン グ の 人 気 上 昇 は 、 専 用 の シ ス テ ム を 購

入・ もしくは リコ しないで済む とい う点 で加入 者へ興 螺 緬 酬 批 も

た らしてい る11967却 々、但 ・シェア
.リング嘩 熟.5・ … 万 ドルで

去 っ た が 、1968年 に は18,000万 ドル に な り 、1972年 に は90,000万

トニル にな るで あ ろ うと予 測 され て い る。 前述 の事 実 及 び サ 三 ビス ・ビ ュー ロー

間に存在 し激 化 しつ つ あ る 競争 は 、 デ ー タ処 理 サ ー ビス の提 供 が あ らゆ るサ イ

ズの
.会社 礁 放 され てy・ る とい う結 論 鱒 づけ る もの で あ る ・

●

22.効 果 的 な 競争 状 態 にあ る とい う前述 の証拠 に照 して 、 わ れ わ れ は 、通

信施 設 が 加入 者の端 末 機 と集 中化 され た コ ン ピ ュー タを結 ぶ た め に利 用 され て

ぽ ぽ とに鎚 ず・データ処㊥ 一ビスに拒 樺 拠 翫 ・る螺 儲 る
とは考 舷 い・ われわれはこ抽 サービスの声琴 魂 存の競 的環境の中

で最 もよ く成 長 し、繁 栄 す る もの と信 じてい る。

パ われわれは・現卸 ように㌃ 処 理㌃ ビスの提供が齢 的環境の

中で行 な われ る こ と に ょ っ て 、妥 当 の料 金 で 、既存 の そ して 新 しい 情 報 処 理 サ
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ビス が宿 広 く公衆 に利 用 で き る よ うにな り、そ の結果 、実質 的 に公衆 に利 益 が

もた ら さカ る よ.うに な る と期 待 してい る。 わ れ われ は こ う した期 待 が ・市 場 の

自由 な ギ ブ ・ア ン ド ・テ イク の雰 囲 気 の 中 で 、規則 や 規 制 、 また認 可 制 な どの

必要性 や負 担 を 負 う こ とな しに今 後 も引 き続 き実 現 して ゆ くと信 じてい る。 し

か しな が ら、 も し、 デ ー タ処 理産 業 の構 造 に重 大 な 変 化 が生 じた り、 も し、 当

委 員 会 に よ る改善 処 置,の施 行 を 要 す る よ うな弊 害 が生 じた場合 には 、 わ れ わ れ

は腐 賭 オ る こ とな く こ こに述 べ た政 策 を再 検 討 す る こ とで あ ろ う。

D.コ モ ン ・キ ャ リア とデ ー タ処 理

24.次 に.、コ モ ン ・キ ャ リア に ょ るデ ー タ処 理 サ ー ビス の提 供 に よっ て提

起 され る問題 を 検 討 してみ よ う。 わ れ わ れ は 、既 に デ ー タ処 理産 業 が現 在 の よ

うな競争 的 構 造 を 保 ち続 け て い る限 り、,その サ ー ビス は 、 コモ ン ・キ ャ リア規

制 の対 象 には な らな い とい う結 論 を下 した 。 この結 論 は 、主 要 た コモ ン ・キ ャ

リア 、 つ ま り、 この 場合 に は適 用 で き ない 例外 は あ るが 、ア メ リカ 電話 電信 会

社(AT&T)、 及 びそ の子 会社 に対 し、 規 制 され た コモ ン ・キ ャ リア ・サ ー

ビス以 外 の事 業 に従 事 す る こ とを 禁止 した 統 一 見解 に よ って束 縛 さ れ て い る

AT&T、 及 び そ の子会 社 に 少 な か ら ぬ 衝 撃 を 与k.た 。 こ れ ら の 会 社

は デ ー タ処 理 サ ー ビス を提 供 で きな い とい う こ とにな る ので 苦 る『。 これ以 外 に・

安全 対 策 の対 象 とな るい か な る非 規 制 サ ー ビ スを 禁止 した法律 の条 項 は見 当 ら

ない 。 そ れ とは 逆 に 、 わ れ わ れ は 、 キ ャ リアが そ の よ うなサ ー ビス の 提供 が で

きる よ う、そ のよ うなサ ー ビス に 関す る会計 報 告 の 方 法 を 規 定 しよ うと さえ 考

え て い る。

2 ..5.し か しな が ら 、 われ わ れ は 、 コモ ンrキ ャ リア に よる他 のサ ー ビ・ス の

提供 、特 に デ ー タ処 理 サ ー ビ ス の提 供 が、不 公 正 な 競争 とか 、不 正 な 資 金 補助

な ど の難 しい 問 題 を 引 き起 こす で あ ろ う こ とを認 識 してい る。事 実 、 わ れ わ れ

の諮 問 告知 に対 して 多 くの応 答 者が 寄 せ た 主 要 な関 心 の1つ は 、 そ の よ うな不
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公正 醐 争 を防 ぐ防 止 手段 を とる こ と な く・通 信 ・ モ ン ・キ ・ リアが デ ー 処

理 の 提髄 行 動 こ 已 関 す 郁 ので あ った .こ 妨 の 関心 は 、,モ ン.キ 。

リア が、 規 制 された サ ー ビス か ら得 られ る収 益 や 資源 に ょ っ て デ ー タ処 理 部 門

の資金 援 助 を行 ない 、そ の結 果 、 コ モ ン ・キ ャ リアが 彼等 の デー タ処 理 を 不 当

な 低価格 で 提供 す る こ とに よ り、 デ ー タ処理 市 場 を独 占す る よ うに な るの では

ない か ・ とい う恐 れ か ら出 た もの で あ る。 そ れ ば か りか
、 リモ ー ト.ア ク セス

・デー タ処 理 に従 事 す る コモ ン ・キ ャ リア は 、 デー タ処理 サ ー ビス の通 信部 を

自分 達 で提供 す る と同 時 π 、彼 等 の コ ン ビ 二一 タ ・サ ー ビス の競 争 相 手 で あ る

同業 者に も提 供 す るた め に、 更 に大 き な関 心 が 引 き起 こ され た
。 こ の点 、 キ ャ

リアが デ ー タ通信 施 設 のた め の料 金 や業務 の取 り決 め をす るに 当
って 、彼等 の

デー タ処 理業務 が有利 にな るよ うπ競争相手を差別的 に扱 うのではないか
、 と

恐 れ られ てい る。 また デー タ処 理 サ ー ビス を キ ャ リアが提 供 す る こ とは 、 キ ャ

リア のそ の他 の規 制 され た サ ー ビス の提 供 に
、公 共 サ ー ビ ス の料金 値 上 げ な ど

を含 む 負担 を か け ・害 を たす の では な い か とい うこ と も申 し立 て られ てい る
。

●

26.こ う した心 配 か ら、応 答 者の 多 くは キ ャ リア に対 し、 デ ー タ処 理 サ ー

ビスを提供 する こと雄 食 味 止す るか・ もしくは・キ ・ ・ア に よ磋 肌 も

しくは競争 を防害す る恐れ のあ る運用を防止 す るため の厳重 な安全対策 を課 す

べき だ と主 張 してい る。

2z－ 方 に お い て ・ キ ャ リア の応 答 者 のあ る 者は
、当 委 員 会 が通 信 コモ ン.

キャ リア にデ ー タ処 理 サ ー ビ ス の提 供 を禁 止 す るた め に必 要 な法 的 権 限 を も
っ

てい ない と抗議 してい る。 この よ うな抗 議 は 、、コモ ン ・キ ャ リア に よ るデ_タ

処理 サ ー ビ ス提供 に対 す る、 わ れ わ れ の法 的権 限 の性 質 と範 囲 に 関 す る問 題 を

提供 す る。 そ れ に関 し、わ れ わ れ の意 見 を 下 記 に述 べ よ う。
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27・ 牢 に 既 噛 撤 怖 く・=モ ン
tt・キ ・ ・ア 醐 醐 のサ ー ピ 雌

伏 を 禁 止 した条 項 は な い し、,実際 に 多 くの キ ャ リア が、 そ の よ うな サー ビ スを

提供 して・こる・.,しか し・そ れ だ か ら とい って ・ そ の よ うな活 動 が ・縫 が'モ

ン ・キ 刊 ア ・ して ぽ 勘 遂 行 す る の 瞳 荷 ・な り・害 を 及 酎 よ うな 場

合 は 、 コモ ン ・キ ャ リア が規 制 外 のサ ー ビス に従 事 す る際 の適切 な条 件 を 規 定

した りバ し
.くは ・.や よ うなサービスの麟 襟 止 するために・当委 員会が

法的権 限を行 使で きない とい う訳 では ない。

◎

28.こ の点 に関 して 、 わ れ わ れ は通 信 法 が 同法 の政 策 と 目的 を 有効 に す る

ため に、 当委 員 会 に 、そ の法 的規 制 下 に あ る キ ャ リア に関 して幅 広 い権 限 を 授

与 してい るこ とを認 識 して・1る・それ故 に当委 蝕 は・ コモ ン'キ ャ リアに・

妥 当な請救 応 じて州間噸 信 サービスをま是供 す ること繰 求す る権 隠 持 っ

て お り、47,U.S.C.201(a);州 間 通信 と関 連 して、 何 が正 当 、

か つ 妥 当 な コモ ン ・キ ャ リア の料 金 、慣 行 、等 級 、 そ して規 則 で あ るか を 決

定 し、 そ の よ うな全 て の料 金 、慣 行 、等 級 、 そ して規 則 な ど の正 当性 と妥 当性

を保 証 す る た め に 、公 共 の利 益 に従 って規 則 や規 制 処 置 な どを規 定 す る こ とが

で き る、47U.S.C.201(b);州 間 サ ー ビス のた め 、 も し くは 州

間サ ー ビス に関 連 した不 当な 差別 を防 止 し、47U。S、C.202(a);

公正 且 つ妥 当 で非 差 別 的 な コモ ン ・キ ャ リア の料 金.慣 行 、等 級 、そ して規 則

だと規 定 し、 そ して そ うい うこ とに関 す る適切 な 命 令を 発 す る こ とがで き る

47.U.S.C.205(a);コ モ ン ・キ ャ リア に よ る回線 の取 得 ・増

設 、架 設 、そ れ に運 用 な どを 管 理 し、 ま た公 衆 の便 宜 や 必 要性 に応 じて 、 そ の

よ うな 回線 の コモ ン ・キ ャ リア に認 可 や 許 可 の条 件 を 課 す こ とがで き る47.

U.S.C.214(a)及 び(c);料 金 や サ ー ビ ス に 影 響 が あ る コモ ーy・・

キ ャ リ ア に よ る 取 引 き を 調 正 す る47U.S。C.215(a);pモ ン ・ キ

ャ リ ア の ラ ジ オ 局 の 等 級 分 け を 行 な い 、 各 々 の 等 級 に よ っ て 提 供 さ れ る サ ー ビ

ス社 の 性 質 を 規 定 す る 、47U.S.C.505(a)及 び(b);キ ャ リ ア
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の財 産 の 総額 を 評 価 す る、47U.S.C.215;公 聴 会 を開 き公 衆 の利益 ・

便宜 、 も し くは必 要 性 が充 足 され てい ない こ とを 発見 した場 合 に は.コ モ ン ・

キャ リア の ラジ オ 申請 を 却 下 す る47U.S.C.509;も し公 衆 の利 益 と

便宜 、それ に必要性 が充足 されてい る場合は 、公聴 会を開いた後 に既存 のゴモ

ン ・キ ャ リア ・ラジ オ認 可 を 修 正 す る 、47U.S.C.516;コ モ ン ・キ

ャ リア に よ って提 出 さ れ る会 計報 告 を規 定 す る 、47U.S.C.220;通

信 法 に則 って 、 当委 員 会 の機 能 を 実 施 す る の に必 要 な規 則 、規 制 、命 令 な どを

採択 で き る、47U.S.C.154(i)。 そ の上 、当 委 員 会 が そ の法 令上

の義 務 を履 行 す るに 当 って 、競 争 や 独 占 、 も し くは そ の組 み合 せ 、 自由取 引 の

制限上 の契 約 や協 定.そ して 、 ク レ イ トン法 のSection2,'5及 び7に 当ては

まる場合 、 当委員 会 の 法的 規 制 の下 にあ る コモ ン ・キ ャ1リア に対 し、 これ らの

齢 をどう翻 するかといった9と 幽 する国賊 蝕 努 の雌 蝶 を・評

価 し 考 慮 す る こ と 鰻 請 さ れ て ・・る こ と は 言 う ま で も.ないa・7u,
ls・'c・

602(d)e...:
、

◆

29前 述 の こ とか らみ て 、わ れ わ 旅 は 、 ・モ ン ・⇔ リアに効 率 的且 っ

経済 的 サ ー ビ スを提 供 させ る た め に必 要 な力 が あ る こ とは 明 らか で あ ろ う。 か

くして・
、もし・モン ・キ・・アによるデー・晒 埠 や 提恥 鍋 勘

た'モ ン'キ ャリア本来?嘩 サービス願 醗 を も押 脚 づ 丹 ま・9

競争を害 した り制限 した りす るよ うな結果 を もた ら した場合 には 、本来 あ通信

サービスの撲 を保証する㌍ に泌 要に応じて駆 鱒 を晶 黒1憤 る・

47U.S.C.201(a),214(d)。 これ らの権 限 の総 計 を考 慮 に

入 れた 場 合 、 デ ー タ処 理 サ ー ビス の提供 が 、通 信 法 にか か げ られ た規 準 と 目的
ジ ロ も

に貝・威 ・モ ン
.:キ ・ ・ア順 任を+分 果たす ご・の蝉 』 てい る ・の適

切 蹄 見 が な された 際 には ・'・モ シ ・キ ・u'7VCデ7処 理 サ ー ビス の提供 を

禁 ず る十 分 な法 的権 限 を わ れ わ れ が持 って い る 、 とい う結 論 を 下 す こ とが で き

る。 そ れ 故 に 、わ れ わ れは また 、通 信 法 ゐ政 策 と 目的 を施 行 す る の に必要 で あ
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る適 切 な安 全 対 策 の下 に 、 これ らサ ー ビス の提 供 に関 す る法 的権 限 を 持 っ て い

るの で あ る。

50・ わわ わ れ の権 限 の範 囲 と程 度 を 決 定 しえ た の で 、今度 は 、 どの よ うに

して これ か らの権 限 を施 行 す べ きか を 検 討 して み よ う。 この点 に関 して ・ わ れ

わ れ の た め にSRI(ス タン フ ォー・ド ・リサ ー チ ・イン ステ ィテ ユー ト)が 行

なっ た研 究 の 成果 を採 りあ げ る こ とが で き る。 この研 究 は ・ キ ャ リア に よ る デ

_タ 処 理 サ ー ビ ス の提供 に よ って もた らさ れ る潜在 的 な利 益 と・ そ れ に伴 う潜

在 的 な危 険 とを 分析 した もの で あ る。

51.キ ャ リアを デー タ処 理 サ ー ビス に参 加 させ る こ と.によ って もた らされ

るとRSIが 規 定 した5つ の利 点 は 、次 の よ うな もので あ る。 す な わ ち ・第1

に、 よ り大 きな 競争 と発 明 が そ れ に よつ て行 な わ れ るで あ ろ う。 第2に ・技 術

と経 営 の両 面 か ら の統 合 的運 用 の重 要 な経 済 的可 能性 の探 求 が行 な わ わ るで あ

ろ う。 そ して第5に 、 ウ エス タ ン ・ユ ニ オ ン電信 会社 に よ って選 択 の機 会 が 提

供 さ れ るで あ ろ うとい うもの で あ った 。SRIは 、前 述 の利 点 は 最 後 の もの を

除い て 、 現 状で は全 て実 現 の可 能 性 が 小 さい 仮 説 にす ぎない とい う結 論 を下 し

た 。SRIは 、 キ ャ リア の データ処理 サー ビス参加 に伴 う、2つ の起bう る代 償 を 明

示 した 。 そ の1つ は 、通 信 市 場 にお け る キ ャ リア規 制 の仕 事 が複 雑 な もの に な

るとい うこ と、 も う1つ は 、 キ ャ リア が あ らか じめ値 段 を 低 く付 け る こ とに よ

って 、 デ ー タ処 理 産 業 を支配 す るか独 占す る か に至 るで あろ う とい う こ とで あ

る。SRIは 、'規制 が複 雑 化 す る こ と に よって 生 じる危険 は 現 実 的 な もの で あ

るが 、 そ れ を計 量 化 す る のは 難 しい 。 また 、 ウエ ス タ ン ・ユ ニ オ ン社 には 破 産

を免 れ ず に一定 期 間 低 い 値 段 を維 持 す るほ どの 余 力 も独 占力 もな い か ら 、 ウ エ

ス タ ン1ユ ニ オ ン社 が あ らか じめ値 段 を 低 く付 け る とい う危 険 は 現 実 的 な もの

では な い。 そ して 、・そ の よ うな不 当な 値 引 き の危 険 は 、Lベル 電 話 会 社 以 外 の キ

ャリア の 場合 には 、 よ り木 明確 な もので あ る。 しか し、そ れ に して もそ の危 険 叉
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を全 く無 視 す る訳 には ゆか な い 、 とい う結論 を 下 して い る。

22.SRIは 、 規制 の5つ の可能 な 選択 を 示 唆 してい る。す な わ ち 、自 由

参 加;参 加 に対 す る全 面 禁 止;そ れ に安 全 対 策 に よ る規 制 の下 で の参 加 、 の5

つで あ り、安 全 対 策 には(a)キ ャ リア のデ ー タ処 理 サ ー ビ スを 、 当委 員会 の

決定 す る最 低料 金 制 に よっ て拘 束 す る こ と、 と、(b)キ ャ リア に通 信 の会 計

と、 ロー カ ル ・デ ー タ処 理 サー ビス の会 計 とを分 離 す る こ とを要求 す る こ とが

含まれ てい る。 しか しな が ら、SRIは 、 当面 わ れ わ れ に 、妥 当な安 全 対 策 を

伴 った ロ ー カル ・デ ー タ処 理 サ ー ビス の提 供 を ウエ ス タ ン ・ユ ニ オ ン社 に許 可

した上 で静 観 政 策 を とる こ とを勧 め てい る 。 これ を 関 連 して 、SRIは ウエス

タン ・ユ ニオ ン社 と、ベ ル 系 列 の 電 話 会社 間 の契 約 取 り決 め 、つ ま り、 こ の

2つ の会 社 間 で 施 設 の交換 を行 ない 、そ れ を同 様 の サ ー ビ ス のた め に 、公 共 の

料金 表 に表 示 され て い る よ りも安 い 契 約 料 金 で 行 な うとい った契 約取 り決 め に

つ いて 言 及 してい る 。そ れ故 にSRIは 、 も し ウ エス タン ・ユ ニ オ ン社 が リモ

rト ・ア ク セス ・デ ー タ処 理 に従 事 す る こ とを 許 され る な らば 、 当委 員会 が多

分 ベル ・シス テ ムに対 レ、 そ の他 の デ ー タ処 理 業 者 に も同 様 な料 金 と条件 で施

設を 提供 す る よ う要請 すべ き で あ ろ うこ と を示 してい る。

q

53.諮 問 応 答 者及 びSRIの 研 究 に よ つて 明 確化 され た危 険 は 、主 と して 、

いわゆ る差 別 的 な サ ー ビス 、 不正 な資 金 援 助 、 コモ ン ・キ ャ リア ・サー ビス の

不 当な値 段付 け 、 そ れ.にそ れ ら と関 連 した 競争 抑 制 の慣 行 と活 動 な どに ょ って 、

,彼等 自身 の デ ー タ処 理活 動 に有利 に振 る舞 うこ とが で き る コモ ン ・キ ャ リア の

能 力 に関 す る もので あ る。 わ れ わ れは こ うした 危険 が 現実 に起 るか も しれ な い

し、 また キ ャ リア以 外 の デ ー タ処 理 会社 に対 し、悪 影 響 を もた ら し うる もので

あ る こ とを 認 識 して い る。 しか しな が ら、わ れ わ れは 、 こ こにわ れ わ れ が取 り

上げ て い る手 段 が 、 起 り うる弊 害 に対 す る十 分 な防 止 策 を提 供 す るで あ ろ うこ

とに 自信 を もっ てい る。他 方 、特 定 安 全 対 策 を伴 っ て の キ ャ リア の デ ー タ処 理
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へ の参 加 に よ って もた ら され る一 層 の競 争 べ め 刺 激 が 、革 新 、能 率 、経済 、そ

して 多 様性 を促 進 し 、そ し てそ の結 果 、 デ ー タ処 理 の利用 者 へ よ り新 し く改 善

され た サ ー ビス が提 供 され る よ うにな るで あ ろ う。

、γ

E.規 制 上 の安 全 対 策

54・ 通 信 コモ ン ・キ ャ リア に よ る デ ー タ処 理 サ ー ビス の販 売 に関 して公 布 .

され た ・ い か な る規 制 上 の安 全 対 策 も・ 下 記 の こ とを 保証 す る もの で なけ れ ば

な らない と考 え る。 す な わ ち、(a、)そ の よ うなサ ー ビス が 、 コモ ン ・キ ャ リ

ア ・サ ー ビス の効 率 的 且 つ経 済 的 提供 に悪 影 響 を 及 ぼ さぬ こ と、(b)そ の よ

うなサ ー ビ ス の提供 に 関連 す る コス トが、 直接 も し くは 間接 に 、 コモ ン ・キ ャ

リア ・サ ー ビス の利 用 者に 回 され ぬ こ と、(C)コ モ ン ・キ ャ リア ・サ ー ビス

から引 き 出 され た 収 入 が 、い かな る デ ー タ処 理 サ ー ビス を補 助 す るため に も使

用 され ぬ こ とsそ して(d)そ の よ うな サー ビ4の 供 給 が 、通 信 コモ ン ・キ ャ ・

リア と デー タ処 理 会 との間 の 自由且 つ公正 な競 争 の防 げに な らぬ こ と、 さ もな

けれ ば ・独 占 禁止 法 の政 策 と禁止 に反 す る慣 行 を 生 ず る ζ と にな ろ う。

q

55.わ れ わ れ は これ ら の 目的 が、 デー タ処 理 を 含 む 規制 外 の活 動 か ら規 制

の対 象 とな る活動 が 最 大 限 に切 り離 され た と き、最 も よ く達 成 さ れ る と信 じて

い る。、デ ー タ伝 送 の 提供 に際 して、 州 聞通 信施 設 や サ ー ビス が次 第 に よ り多 く

包含 され る よ うに な りつつ あ る が故 に、 そ の よ うな分 離 の必 要性 は 明 白且 つ緊

急 で あ る。 分 離 の必 要性 は 、 現時 点 に お い て 、 キ ャ リアが ロー カル も し くは リ

モー ト ・ア ク セ ス ・デ ー タ処 理 の販 売 に従 事 して い るか否 か に関 係 な く存 在 す ぷ

る。そ の どち らの場 合 にお い て も・通 信 とデ ー タ処 理 サー ビス の提 供 に関連 し

た コス トの混 合 の形 で潜 在 的 な 弊 害が 存在 す る。 そ してそ れ は ・不 正 な資 金 援 ・

助 ζか 、規 制 され た また規 制 外 のサ ー ビス の価 格 付 け の際 のそ の他 の不 当競 争 ・

行為 な ど、 これ ま で に議 論 し て きた問 題 を 引 き起 す ので あ る。又 、 そ の よ うな

業 務 活 動 と、 それ に関 連 した コス ト混 同 は 、 コモ ン ・キ ャ リア の通 信料 金 や サ
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一 ビス の効 果 的規 制 の仕事 を甚 だ し く複 雑 にす る こ とで あ ろ う。 混 同 は 、各 々

の 活動 と 関 連 した会 計 や料 金 算 定 の基 礎 とな る。 費用 の固 有 の識 別 や配 分 を

す っ か り無 効 な もの に しな い まで も不 明 確 な ものに して し ま う こ とで あ ろ う。

ろ6.従 って 、 わカ われ は こ こ に、 コモ ン ・キ ャ リアは 、別 個 の企 業体 を通

して のみ デ ー タ処 理 サー ビス を供 給 す べ きで あ る とい う政 策 を 採 用 す る。 この

要件 は 、通 信 法 のSection2(b)(2)(3),及 び(4)の 解 釈 に含 まれ る コネ

ク テ ィ ン グ ・キ ャ リアを 含 む 、 州 聞 及 び外国 との通 信 サ ー ビ ス に従 事 す る全

て の通 信 コ モ ン ・キ ャ リア で あ り、且 つ 、 キ ャ リア 自体 の 年間 運 行 収 入 が100

万 ドル を越 え るキ ャ リア で あ るか 、 そ れ と も、他 の キ ャ リアか キ ャ リア連 合 体

の直接 または 間接 の共同 管 理 の下 にお か れ てい るキ ャ リア で 、 そ れ らキ ャ リア

全 て の年 間進 行収 入 の総 額 が100万 ドル を越 え る キ ャ リアの 全 て に適 用 され.

るべ き もの で あ る。 そ の よ う な デ ー タ 処 理 会 社 に別 個 の役 員 と運 行 職

員を 配備"し 、 デ ー タ処 理 を は じめ 、 そ の他 の非 コモ ン ・キ ャ リア ・サ ー ビス に

専用 され る設 備 や施設 を使 用 しな け れ ば な らな い。 われ われ ま た 、 デ ー タ処 理

子会社 が 独立 した 会計 帳 簿 を 備 え 、 当委 員 会 が通 信 法 のSection218に

従 って規 定 す る こ との あ る年次 報 告 や そ の他 の報 告 書 を 、別 個 に 当委 員会 へ 提

出す る こ とを 要求 す る。 そ の よ うな別 会 社 が、通 信 施 設 ない しサ ー ビ ス を 関連

コモ ン ・キ ャ リア(そ れ が 親 会 社 で あ ろ う と子 会社 で あ ろ うと)か ら得 た 場合

は 、当 該 キ ャ リア のい か な る他 の顧 客 に適 用 され るの と同 じ料 金 表 の約 定 、条

件 、並 び に慣行 に従 うこ と、 特 に そ の他 の非 系 列会 社 へ提 供 す るの と全 く同等

の 約定 ・ 及 び条 件 に従 うこ とが要 求 され る。 そ の上 、 わ れ わ れ は前 述 の 条件 に

該 当す る キ ャ リア が 、 系 列 デ ー タ処 理 会社 に代 わ っ て、 デ ー タ処 理業 務 の販 売

やそ の宣 伝 に従 事 しな い こ とを要 求 す る。 最後 に、 わ れ わ れ は コモ ン ・キ ャ リ

アのい ふな る系 列会 社 も、そ の 顧客 の施 設 との妥 当 な イ ン ター コネ ク シ ョンを

許 可 す る こ とを期 待 す る。
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57.'わ わ わ れ,が判 断 す る と'e'ろ で は 、前 掲 の条 件 は 、当委 員会 並 び に幾 つ

かの州 の規 制 機 関を 、 妥 当且 つ非 差別 的 な料 率 と慣行 に よ る妥 当且 つ効 率 的 な

コモ ン ・キ ャ リア通 信 サ ー ビ ス の維 持 に関 す る規 制 責 任 か ら解 放 せ しめ る もの

であ る。 また これ らの 条 件 は 、 わ れ わ れ の判 断 す る ところでは 、起 る可 能 性 の

あ る反 競 争 的 策 略 を排 除 し、 さ もな け れ ば 必要 と され るか も しれ な い矯 正 手 段

の導 入 を 避 け る上 で有 効 な もので あ る。 別 個 の会 計帳 簿 、管 理 及 び 運行 人 員 、

そ して物 理的 施 設 は 、'経費 や 収入 の 流 れ の よ り効 率的 な認識 と追 跡 とを 、 コ モ

ン ・キ ャ リア の通 信 と デー タ処 理 活 動 とが同一 の 企業 体 内 に結 合 され て い る場

合 よ りも、容 易 に して くれ る こ とで あ ろ う。 キ ャ リア に よるそ の デ ー タ処 理 系

列会社 へ の通 信 サ ー ビ ス と施 設 の 供 紬 ま、全 て の 場合 に料 金 料 に従 っ て、 い か

な る他 の調 達 者 も し くは デ ー タ処 理 の 利 用 者へ供 給 され るサー ビス 、 も し くは

施 設 に適 用 され るの と同 様 な約 定 と条 件 に基 づい て行 なわれ る こ とに な り、そ

れ に よっ て、通 信 法 のSection20"2(a)に 違 反 す る不 法 な差 別 が 行 な

われ る危険 性 は 極 め て 小 さ くな っ た。 わ れ われ は い か な る情 況 の下 にお い て も

キャ リア が 彼 らの 系列 デ ー タ処 理 会 社 に対 し特 恵 的 な扱 いを しな い こ とを 期 待

す る し、 また キ ャ リア が 系 列 会社 や 非 系 列 会社 へ 、施 設 や サ ー ビ ス を非差 別 そ

して非 特 恵的 条 件 で 提 供 す る際 に、 料 金 表 の約 定 や条 件 を 良心 的 に順 守 す る こ

と を期 待 す る。 これ らの拘 束 は ま た 、SRIに よって 表 明 され た ベ ル.シ ス テ

ム会社 が 、他 の全 て の 処 理業 者 には 適 用 され ない特 恵 的 で な い取 り扱 いを ウエ

ス タン ・ユ ニオ ン社 に対 して行 な っ てい る とい う危 具 に も応 え る もので あ る 。

つ ま り、 ウ エス タ ン ・ユ ニ オ ンの 系 列 会 社 は コモ ン ・キ ャ リア ・サ ー ビス に対

し、そ の 競争 者 と同 じ料 率 で 支 払 うこ とが要請 さ れ る よ うに な った か らで あ る

ベル ・シス テム は 、 そ れ が ウ エ ス タン ・エ レク トリ ックの統 一 見解 の規定'

前掲Note2に よ っ て拘 束 され て い る ので1デ ー タ処 理 サ_ビ ス を料 金 表

に登 録 す る こ とは で き な い こ とか ら、 当然 デ ー タ処 理 サー ビス の 販 売 か らは排

除 さ れ てい る。最 後 に 、 こ こ に要 求 され た とこ ろ の 、 キ ャ リア に よるそ の 系 列

会社 を代 理 して の デ ー タ処 理 市 場 活 動 の禁 止 を 含 む 、 会 計及 び業 務 活 動 の 分 離
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は・さもな助 購 恰 モ ン ・キ 刊 アとの提携 のお蔭で ・系列 デー 孤 蝶

者が得 る こ とがで き たか もしれ ない 。 い か な る不 公 正 な競 争上 の利 得 を 減 少 せ

しめた の であ る。

58.上 に提起 され た安 全 対 策 が 、既 に比較 的 大 き な 州 間 コモ ン ・キ ャ リア

シス テ ム に よ って ・ い ろい ろ程摩 の差 こそあ れ充 足 され フ つ あ る こ とは注 目に
、

値す る。 ウエス タ ン ・ユ ニオ ン、 ゼ ネ ラル ・テ レフ ォ ン ・ア ン ド ・エ レク トニ

ック ス、 そ れ に ユ ナ イテ ッ ド ・ユ テ ィ リテ ィズは 、 デ ー タ処 理 サ ー ビス の宣 伝

や販 売 の た め に別 個 の系 列 会 社 を組 織 した り、獲 得 した り して い る。 わ れ わ れ

は これ らの提 携組 織 とそ の活 動 とが 、 こ こに公 布 され た 政策 と完 全 に一 致 して

い る こ とを 確 認 す るた め に 、徹底 且 つ総括 的 な検 討 を 行 な うつ も りで あ る。 そ

うした 意味 合 い にお い て 、 わ れ われ は この最 終 決 定 が発 効 して か ら60日 以 内

にそ の よ うな 会社 に対 し、 彼 等 の デー タ処 理系 列 会 社 の組 織 、施 設 、 そ れ に運

用 な どの完 全 な 説 明 を文 書 で 求 め 、合 わ せ て 、 キ ャ リア とそ の 系 列 会社 との間

の全 て の協 定 お よび覚 え 書 き 、 もし くは そ の他 の承 り決 め の写 しの提 出を 求 め

るで あ ろ う。 彼等 の通 信 活動 を デー タ処 理 サ ー ビス か ら切 り離 す取 り決 め を ま

だ確 立 してい ないその他の会社は・ この政策を施行す るために採択 されたいか

なる規則 が発効 した 日か ら6ヵ 月以 内 に、それを実施 すべ き もの とす る。

●

→

F.混 合 サ ー ビス

39.さ て次 にわ れ わ れ が既 に混合 サ ー ビス と定 義 付 け た ところ の デ ー タ処

理とメ ッセ ー ジ交換 とを結合 し、単 一 の統 合 さわ た サ ー ビス を 形 成 して い るサ

ー ビス提供 に つい て検 討 して み よ う。 わ れ われ は 既 に そ れが従 来 の通 信 コモ ン ・

キ・リァによって行 なわれてい ようピ また データ処理をす るため 噸 飾 設

を利 刀す る他 の 会社 に よっ て行 な われ てい よ うと・ デ ー タ処 理 ¢)販売 に対 して

直接 に法的規 制 を実 施 す る意 図 は ない こ とを明 らか に して い る。 しか しなが ら

データ処醒 メ・セージ交換 と紗 ついた場鱒 ・鯛 の 問 齢 苧 る・ ・
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.何故 か と い う と 、 メ ッセー ジ交 換 は本 質 的 に 、情 報 もし くは 発 信 地 点 か ら 目

的 地 点 へ と、 有線 も し くは 無 線 に よ り送 る場合 の伝 送 過程 に 固 有 の オ ペ レー シ

ョンだ か らで あ る。 リモ ー ト ・ア ク セ ス ・デ ー タ処 理 の場 合 に み られ る よ うに 、

ユー ザ ー の端 末 機 は 通 信回 線 に ょっ て 中央 コ ン ピ ュー タ と接 続 され て い る。 そ

れに よつ て 、 ユ ー ザ ーは 単 に デ ー タ処 理 の た め に コン ピュ ー タ とオ ン ラ イ ン通

信 が で き る ばか りでは な く、 コ ン ピ ュー タ が メ ッセ ー ジの交 換 が で き る よ うに

プ ロ グ ラム され て い る場 合 に は、 他 の ユ ー ザー と相 互 に通 信 す る手 段 を 持 つ こ

とが 可 能 な ので あ る。 しか しデ ー タ処 理 の場 合 とは異 な り・ コ ン ピ ュー タが も

しメ ッセ ー ジ交換 に使 用 さ れ る場合 は 、 コン ビ 黒一 タは 伝送 され た情 報 の 内容

を 変 え.な い 。.コ ン ピ ュ ー タ は 、 単 に メ ッセ ー ジを 蓄 積 し 、そ れ を 直 ち

にか そ れ と も遅 れ て宛 先 の 目的 地 に送 付 す る機 能 しか果 さ な い 。 こ の点 に関 し

ては 、 コン ピ ュー タは 、通 信 コモ ン ・キ ャ リア が料 金 を とっ て情 報 を 伝 送 す る.

際 に典 型 的 に使 用 され る手 動 、 も し くは電 気 機 械 式交 換 機 、 も し くは リレ

ー操作 の位 地 を 占め る もの で あ る。

ρ

40.特 別 に問 題 とな るの は 、 メ ッセ ー ジ交 換機 能 が デ ー タ処 理 サー ビス と

組 み合 せ られ て 提供 さ れ た 場合 に ど の よ うな情 況 の下 で 、通 信 法 に基 づ く規 制

の対 象 となり、賃 貸 に よ る通 信 の 販 売 と して 、 コモ ン ・キ ャ リア が賃 貸 に よ り提

供 して い る他 の通 信 サ ー ビス と同 様 に取 り扱 われ るか とい う こ とで あ る。 この

問題 に解 答 を 与 え る特 定 の方 程 式 は ない 。 何 故 な ら、可 能 な そ して実 際 に利 用

で き るサ ー ビ ス の取 り決 めが 広 範 囲 に渡 っ てい るか らで あ る 。 しか しな が らわ

れわ れ は 、特 定 の場合 に問 題 の判 定 に適 用 で き るあ る種 の一 般 原 則 を 言 い 表 わ

す こ とは で き る と信 じてい る。

41.わ れ わ れ の判 断規 準 は下 記 の よ うな もので あ る。す な わ ち、 主 と して

デー タ処 理 で あ るサ ー ビス 、」パ ッケ ー ジ の不 可欠 且 つ付 随 的 な一 部 分 と して メ

ッセ ー ジ交換 が提 供 され て い る 場合 に は 、 そ れ が コモ ン ・キ ャ リア に よ っ て提

,供され よ う と非 コモ ン ・キ ャ リア に よ って提 供 され よ うと、 そ れ を含 む全 体 の
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サー ビス に関 して全 く規 制 を うけ な い もの とす る。 た だ し コモ ン ・キ ャ リアは 、

上 記で論 じ破 全対 魁r規 制 に服 し・そ して綱 会社極 じて倣 う陶 1、F

そ うした混 合 サー ビスを提 供 す る こ とが で ぎるδ 、

4・2.・他 方 も し、そ のパ ッケー ジ ・サ ー ビ スが 加 入 者の通 信 も し くは メ
ッセ

ージ交換 の 要請 を満 足 さぜ る こ とを 基 本 的 に指 向 し
ており、七かもデ ー タ処 理部

分 が メ ッセ ージ交 換 の不 可 欠 且 つ不 随 的 な部 分 で あ る と きはltiモ ン ・キ ャ リ

ア に よっ で提 供 舗 巧 と・非 ・モ ン ・キ ・ ・ア に よって 提 供 ざ触 うと も
、

全体 の拒 ビメは賃貸 たよる通信 サービスと して取 り扱 わ猷 通 信 法峰 つ く

規制 の対象 となゐ ・適 用 し うる規 準 の1つ は 、そ のサービスがそれ が もってい
く

る メ ・'セー 滅 換 援 能 のお・蔭 で・ 従来 の通 信 ・モ ン ・キ ャ リア に £って提供 さ

れ価 ろ ポ ㌣ ト ・ツ ウ ・'、ポ イン ト ・サ ー ビ垣 艶 を 倣 、 しが も、 基 本 的

eaそ れ に 代 わ り うる もので あ ・るか ど うカ・とい う点 で あ る'
。1・S"う1つ のPtitsetl.・

そ のサ ー ビス め メ ッセ ージ交 換 部 分 が デ ー タ処 理部 分 を 補助
、 また は 関連 して

い る度 合 ・ もし くは メ ッセ ー ジ交換 が デー タ処 理 か ら基 本 的 に独 立 してい るか

どうか とい った点 で あ ろ う。 要 す る にわれわ れ は 、提 供 さ れ た サ ー ビス の主 な

力髄 凝 す る といSfi針 で もっ・・(.・;パ ッケ:一一.ジ・サー ビスを め ぐる誤 の解

明に,力を 注 ぐこ とに な ろ う。1

白

煙 ろ.わ れ わ れ は こ う した 判断 を慎 重 に行 な い 、 サ ー ビス の基 本 的性 質 が主

見 て デ ー 処 理 で あ る とか ・通 信 であ る とか い った ことを 不 自然 願 か さ な'

・・こ とが 腰 で あ る と考 え て い る・AT証 とそ の ベ ル ・治 テ ム系 の余 齢 ・・

齢 には ・ こ抽 の会社 が ロ鯉&Tの 統 一 購 ・に よ って親 綱 励 声 メ

を行 な'う こ とを 排 除 して い る ことか・ら・sこ う した 糊 ・1は重 要 な 意味 を 持 つピ ぐ

るρ:/g統 二 見 解"のParagraphV'(9・ ・)の意 味 す る と ころや .C・わ断 わ れ

がそ タ に表 明 七 た 政 策 の範 囲 内 の通 信 に付 随 す るデ ー タ処理 に 限 り、'・AT&T'

と⑳ 系 列 の会社 は 軸 にサ ー ビス を供 給 す る こ とが で き る
.わ れ われ は通 信
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と管 理 あ 両 面 にかけるベル ・システム系 の会 社 の コン ピ ュ_ダ の使 用 と適 用 を 注 意

深 く引 き続 き見 守 り、 そ れ らの会社 が 統 一 見解 や 当政策 声明 の範 囲 内 で あ る通

信 匠 、:^明瞭 に付 随 的 な もの以 外 の デ_タ 処 理 を 提 供 しない ことが は らぎ りず る

まで監 視 を 継 続 す るつ も りで あ る。"'"'… ∵"層

44.同 様 に ウエ ス タ ン ・ユ ニオ ンの 場合 に つ い ては 、わ れ わ れ は 既 にそ の

SICOMとINFOMサ ー ビ スの 地位 につ い て考 察 す る機 会 を持 づた 。 わ れ

われ は1967年 に、 これ らの サー ビス1℃お い て は コ ン ピ ュー タが 、 通 信 コモ

ン ・'キャ リア に よ っ て伝統 的 に行 な わ れ て い る メ 。セ7ジ 交 換K類 す る機 能 や .

そ の他 、 エ ラー 検 出 、 フォー:ト マ ッ ト制 御 な ど ○ よ うに交換 に直接 関係 の あ る

機 能 を 含 む 伝 送 サー ビ スの 提 供 のた め に使 用 され てい る とこ ろか ら、 この 両 サ

ー ビス は コ モ ン ・キ ャ リア通 信 サ ー ビ ス で あ る と の決 定を 下 した(SICOM

の件 の9]12参 照 うご わ わ わ れは 更 π 、 も しサ ー ビス が拡 張 さ れ.前 述 の メ

ッセ]ジ 交 換 も し くは そ れ に 関連 した業 務 の他 に 、 デ ー タ処 理 サ ー ビス を行 な ・・

うこ ど まセ含 む よ うにな つた 場合 、非 コモ ン ・キ ャ リア ・非 通 信 サ ー ビス の提

供 で あ る と して 、料 金表 を拒 否 す る こ と もあ る と言 明 した 。 わ れ わ れ の 今 回 の

決定 に照 して、 ウ エス タン ・ユ ニオ ンは これ ら の サ ー ビス を規 制 され た コモ ン ・

キャ リア通 信 サ ー ビ ス と して 継 続 す る こ とが で きる。 しか しな が ら、 わ れ わ れ

はSICOMも し くはINFOCOMサ ー ビ ス の い か な る変 更 も、適 切 な料 金

表の改 正 に反 映 され る ことを 期 待 す る。 委 員 会 は そ れ を詳細 に吟 味 し、通 信 法

に基 づ くこれ ら の サ ー ビ ス の地 位 が修 正 に よ っ て変 化 した か ど うか を決 定 す る

ことに な ろ う。 も し検査 の結 果 、 これ らのサ ー ビス が 主 と して デ ー タ処 理 で あ

る こ と が明 ら か に な っ た 場合 は 、 われ われ は ウエ ス タ ン ・ユ ニ オ ンに料 金 表 を

取 り下 げ 、そ の よ うな修 正 サ ー ビ スを 当 委 員 会 の安 全 対 策 に基 づ く別 個 の会 社

組織 を通 じて提 供 す る よ うに要請 す るで あ ろ う。

45・ われ わ れ は これ まで す え 置 き にな って い た 問 題 、 つ ま り既 存 の2つ の

一89'一



Rfeン ・キ ャ リアRCAとITTに ょっ て航 空会 社 に提供 され てい た 或 る種 の

コン ピ ュー タ化 され た交 換 サ ー ビ ス が、 当委 員会 に登 録 され る料 金 表 に含 まれ

るぺ き もの か ど うか とい う問 題 につ い て 検討 して み ょ う二 今度 わ れ わ れ が決 定

したところによると、そのようなサービスはぷ 齢 魂 除される論 サ_ビ スではないので、

繊 維 成 し登計 ることが譜 されるようπな る・しかしながら・もし交換サービスカ・初

願 広け・難 敵 デー拠 願 含む ようになっ熾 拾 は・当類 会κよってSICOMや

INFOCOMサ ービスの変更と同様に扱われるであろ う。

●

.

⇒

⑰

(

46.前 掲の 全ての観点 に立 って当委員会は 、③前掲の決 定を採決 し、◎前

述の決定を実施す るため の規 則を採決 し.そ して㊤ この審理 を終 了す ることを

提 案す る。

連 邦 通 信 委 員 会

ベ ン ・F・ ワ ッ プ ル

Secretary
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諮 問 事 項(7FCC2d11,17,18.)

A下 記 の 目的 の た め 、 コ ン ピ ュー タ と通 信 回線 及び施 設 の 現在 実 施 して い

る使 用 法 、並 び に次 の10年 間 に実 施 が予 想 され る使 用 につ い て 記述 せ よ。

1;メ ッセ ー ジ も し くは サー キ ッ ト交 換(デ ー タの蓄 積 と伝送 を含 む)

2.デ ー タ処 理

5.一 －eeも し くは特 殊 の情 報 サ ー ビ ス

4.・ 前記 の もの を 組合 せ た もの

B上 記Aに あ げ た サ ー ビス に対 し、顧 客 に請 求 す る料 金 の基 礎 と構 成 を 記

述せ よ。

C』 土 記 サ ー ビス が通 信 法 のTitle∬ の条 項 に基 づ く規 制 に抵 触 す る情

況が も しあ そ とす るな らば:.

1,通 信 施設 及 び サ ー ビ ス の使 用 を す る場 合:

1
2.既 設 の通 信 コモ ゾ ・キ ャ リア に よ っ て提 供 され る場 合

3.既 設 の 通 信 コ モ ン ・キ ャ リア以 外 の会社 に よ って提 供 され る場 合:

Dそ の よ うな サ ー ビ ス の1つ も し くは 全 部 が通 信 法 に基 づ く規 制 に拘 束 さ

れ る と して い どちら 二の一方が通 信 法 の政策 と 目的 が よ りよ く達 成 され るで あ ろ う

一91一



か。 そ の よ うな規 則 に よっ て で あろ うか。 そ1れ と も自由 な競 争 市 場 にそ の よ

ウな サー ビスを 開 放す る こと に よっ て で あ ろ うか。 も し後 者 で あ る と・した な

ら、現 在 あ る条項 とか法 律 と か 規 制 とい った もの を変 え る必 要 が あるか どうか。

Eそ の よ うなサ ー ビス の4つ も し くは全 て が通 信 法 に基 づ く規 制 に拘 束

され る ど レ(、 公 共 政 策 が そ の よう.な サ ー ビス を・、適 当な 政府 機 関 に よ る規

制 の下 に置 くよ うな法 律 の制 定 を 命 ず る か ど うか 、 そ して そ の よ うな法 律 の

性格 は どの よ うな ものか。

F現 在 の 当委 員 会 の料 金 設 定 、会 計 、そ して そ の他 の規 制 手続 は 、通 信

施設 の 使 用 を伴 う コン ピュー タ ・サ ー ビス の販 売 に おけ る通 信 コモ ン ・キ ャ

リア と、 そ の他 の会 社(規 制 に拘 束 さ れて い るか ど うか を 問 わ な い.).と の間

の公 正 且 つ効 果 的 な競 争 を保 証 す る の と両 立 す るか ど うか 。 も し両 立 しない

、なら ばメ こう した 手 続 き に どの よ・うな変 更 が な され るぺ ぎか 。

G通 信 コ モ ン ・キ ャ リア の現 在 の料 金 表 に盛 り込 ま}"!て い る料 金 構 造 、

規則 、 そ れ に業務 は 、・コニンピ ュ・一タ産 業 とそ の顧 客 の現在 と予見 され る将 来

の要 請 と矛 盾 しな い か ど うか 。 この点 に関 して 、下 記 に関 連 す る条 項 につ い こ

て、特 に意 見 を述 べ て も らいた い 。

1.顧 客 が用 意(所 有 も し くは リー ス)し た施 設 と コモ ン ・キ ャ リア の施

設 との イン ター コネ ク シロ1。i7オ ー リン ・ア タ ッ,チメ ン ト便 用 の禁

止 を含 む 。

2.サ ー ビ ス に対 す る料 金 を 設 定 す る基 礎 と して の時 間 と距 離 。

三 、_,. ,_;,_:_,_」 「 、'-f-:、,rF,t

・・5・ 』コ'モン ・キ ャ リア 年.よ っ て 提 供 さ れ た 器 材 と ザ ペ ビ ス の 分 割 使 用 ・・
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4.提 供 され た サ ー ビス の使 用 に対 す る制 限。 そ の再 販 売 の禁止 を 含 む 。

Hコ ンピュー タ産業 とそ の顧 客 の現 在 および予想される将 来 の ニー ズ を満 た す

ため に 、 どの よ うな新 しい キ ャ リアの料 金 表 も し くは サー ビス が必 要 で あ り、

また 必 要 とな るで あ ろ うか 。

1コ モ ン ・キ ャ リア の今 日の伝 送 施 設 が コン ビ=・一 夕技 術 の要 請 を 満 た す

上 で 妥 当性 を欠 く点 。 正 確 性 や ス ピー ドに対 す る要 請 を 含 む 。

Jコ ン ピ ュー タに蓄 積 され た通 信 施 設 を 通 じて 伝 送 され る デ ー タの プ ラ イ

バ シーや専 有的 性 質 を 保 護 す るた め に、 コ ン ピ ュー タ産 業 や コモ ン ・キ ャ リア

に よ?て どの よ うな対 策 が と られ ね ば な らな いか ・ 下記 の もの を 含 む ・

1.現 在 と られ て い る対 策 や考 慮 中の 対 策 概要

2.立 法 上 も し くは そ の 他 、政 府 がな す べ き処 置 に対 す る勧 告 。

●
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